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参考資料５ 明石市環境レポート 2010(素案)にかかるパブリック 
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資料１

明石市環境審議会委員名簿 
平成２２年 １１月２日 現在 

No 氏 名 役 職 等 備 考 

1 中野
な か の

加都子
か づ こ

 神戸山手大学現代社会学部環境文化学科教授 会 長 

2 藤原
ふじわら

 健史
た け し

 岡山大学大学院環境学研究科教授 副会長 

3 伊
い

津村
つ む ら

武史
た け し

 三菱重工業株式会社 神戸造船所二見工場長  

4 井上
いのうえ

富美夫
と み お

 関西電力株式会社 明石営業所長  

5 角野
か ど の

 康郎
やすろう

 神戸大学大学院理学研究科生物学専攻教授 部会長 

6 川島
かわしま

 幸夫
ゆ き お

 公募市民 自然環境部会員

7 河野
こ う の

  仁
ひとし

 兵庫県立大学環境人間学部教授 （新規） 

8 塩野
し お の

  勝
まさる

 エコウイングあかし会長  

9 鷲見
す み

 健二
け ん じ

 兵庫県農政環境部環境管理局大気課長  

10 関
せき

  澄夫
す み お

 
大阪ガス株式会社 リビング事業部 

兵庫リビング営業部コミュニティ室 係長 
 

11 瀬田
せ た

 史彦
ふみひこ

 大阪市立大学大学院創造都市研究科准教授  

12 土岡
つちおか

 正洋
まさひろ

 兵庫県農政環境部環境創造局自然環境課長 自然環境部会員

13 豊田
と よ た

 陽
よう

介
すけ

 ＮＰＯ法人・気候ネットワーク主任研究員 （新規） 

14 服部
はっとり

  保
たもつ

 兵庫県立大学自然・環境科学研究所教授 自然環境部会員

15 藤井
ふ じ い

 良
よし

幸
ゆき

 明石青年会議所理事長  

16 松浦
まつうら

 義
よし

隆
たか

 公募市民  

17 松本
まつもと

 修二
しゅうじ

 兵庫・水辺ネットワーク（ＮＧＯ）幹事 自然環境部会員

18 丸谷
まるたに

 聡子
さ と こ

 公募市民 自然環境部会員

  ※ 会長・副会長を除き五十音順（敬称略） 



事 務 局 

 

氏  名 役  職  名 

中西  清 環境部部長 

林  修司 環境部次長兼環境保全課長 

狩山 正昭 環境部次長 

碓永 慶三 環境部資源循環課長 

大西 三彦 環境部明石クリーンセンター所長 

後藤 雅已 環境部地球環境課長 

 杉山 真吾 環境部地球環境課計画係長 

 光永  貴 計画係主事 

魚谷 祐基 計画係事務員 

 
 



































































































































































































































参考資料１

2008 年度温室効果ガス排出量速報値 

 
1.1  温室効果ガス年間排出量 

 
2008 年度の温室効果ガス年間排出量を推計した。 
なお、2008 年度の一部活動量が現時点で明らかでなく、2007 年度の活動量をそのまま

用いているため、結果は暫定的なものである。 
 
（CO2 排出係数の変更） 

項目 
2007 年度 
の係数 

2008 年度 
の係数 

出典 

都市ガス 50.6g-CO2/MJ 49.9g-CO2/MJ 
政令第３条別表第 1 

(H22 年 4 月 1 日施行) 

電力 0.366kg-CO2/kWh 0.299kg-CO2/kWh 関西電力公表値 

一般廃棄物 

（プラスチック） 
2,690g-CO2/kg 2,764g-CO2/kg 

政令第３条別表第 1 

(H22 年 4 月 1 日施行) 

一般廃棄物 

（合成繊維くず） 
2,290g-CO2/kg 2,288g-CO2/kg 

政令第３条別表第 1 

(H22 年 4 月 1 日施行) 
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表 1 温室効果ガス年間排出量の推移 
（t-CO2/年）

ガス種類 区　分 基準年 1990年度 1995年度 2000年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

人口 270,857 270,857 283,782 294,584 291,687 290,668 290,878 291,927

二酸化炭素 産業部門 887,529 887,529 878,224 761,275 713,599 687,259 690,703 617,358

(基準年：1990年度) 運輸部門 513,218 513,218 641,442 581,175 479,507 459,702 450,708 431,961

　 民生部門（家庭系） 210,500 210,500 251,835 249,985 299,372 284,890 293,575 257,420

民生部門（業務系） 198,806 198,806 235,587 248,820 256,038 247,427 260,239 222,949

工業プロセス 0 0 0 0 0 0 0 0

廃棄物 34,250 34,250 40,390 68,865 98,768 100,816 93,861 98,718

小　計 1,844,303 1,844,303 2,047,478 1,910,121 1,847,284 1,780,094 1,789,087 1,628,405

メタン 産業部門 1,197 1,197 1,119 1,013 1,000 1,106 1,117 1,003

(基準年：1990年度) 運輸部門 660 660 811 624 432 424 408 377

民生部門（家庭系） 188 188 243 248 237 224 188 199

民生部門（業務系） 313 313 351 396 411 409 422 365

工業プロセス 748 748 755 365 205 205 195 166

農　業 4,361 4,361 3,485 2,817 2,468 2,386 2,437 2,418

廃棄物 2,584 2,584 3,334 4,128 3,071 2,761 2,624 2,483

小　計 10,052 10,052 10,098 9,591 7,824 7,516 7,391 7,012

一酸化二窒素 産業部門 5,886 5,886 6,783 7,918 9,640 10,343 10,381 7,374

(基準年：1990年度) 運輸部門 8,183 8,183 9,543 8,496 5,930 5,820 5,738 5,730

民生部門（家庭系） 96 96 128 125 118 103 75 87

民生部門（業務系） 246 246 276 309 309 313 321 272

工業プロセス 0 0 0 0 0 0 0 0

有機溶剤等の使用 660 660 1,024 786 652 603 602 394

農　業 1,640 1,640 1,246 1,044 837 756 781 777

廃棄物 10,277 10,277 13,208 15,734 17,787 16,548 18,190 16,712

小　計 26,987 26,987 32,208 34,411 35,272 34,487 36,089 31,346

代替フロン等 ＨＦＣ 5,848 5,848 12,524 18,997 20,333 24,079 27,421

(基準年：1995年度) ＰＦＣ 27,317 27,317 10,286 5,984 5,698 4,881 3,937

ＳＦ6 26,337 26,337 17,946 13,923 13,024 11,921 8,358

　 小　計 59,503 59,503 40,756 38,905 39,056 40,881 39,716

温室効果ガス計 1,940,845 1,881,342 2,149,286 1,994,879 1,929,285 1,861,153 1,873,447 1,706,479

指数（基準年比） 100.0 96.9 110.7 102.8 99.4 95.9 96.5 87.9  
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図 1 温室効果ガス年間排出量の推移 
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1.2  二酸化炭素年間排出量の推移 
  

表 2 二酸化炭素年間排出量の推移 

(t-CO2/年)

区分 基準年 1990年度 1995年度 2000年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

産業部門 農林業 1,599 1,599 1,271 1,895 2,219 1,832 1,502 864

水産業 59,413 59,413 48,915 42,905 26,658 22,781 19,837 42,464

建設業 22,103 22,103 42,636 30,738 21,863 14,156 21,131 22,577

食料品 27,468 27,468 26,864 26,931 18,001 16,688 15,920 22,140

パルプ・紙加工品 145,586 145,586 101,633 64,375 104,299 89,595 85,152 56,325

化学工業 199,448 199,448 265,325 182,031 58,524 55,578 45,290 38,508

石油・石炭製品 117 117 307 101 46 41 17 54

窯業・土木製品 38,446 38,446 39,688 33,097 19,290 16,077 24,190 47,196

鉄鋼業 74,113 74,113 52,337 14,236 3,941 3,493 1,475 37,867

非鉄金属 13,669 13,669 4,423 14,307 13,154 12,560 13,601 11,708

機械器具 155,911 155,911 159,970 140,866 209,750 241,424 268,381 230,224

その他 149,658 149,658 134,855 209,792 235,855 213,034 194,207 107,430

合計 804,415 804,415 785,402 685,738 662,859 648,490 648,232 551,453

小　計 887,529 887,529 878,224 761,275 713,599 687,259 690,703 617,358

運輸部門 自動車 旅客 176,942 176,942 228,818 267,689 243,739 232,178 230,500 232,806

貨物 121,403 121,403 139,625 136,456 88,335 81,425 78,327 75,523

鉄　道 旅客 11,867 11,867 12,264 9,983 14,050 13,058 14,229 11,696

貨物 800 800 718 595 793 758 801 685

国内船舶 旅客 133,701 133,701 172,251 118,393 86,218 87,312 81,743 73,163

貨物 68,506 68,506 87,765 48,059 46,373 44,971 45,108 38,088

小　計 513,218 513,218 641,442 581,175 479,507 459,702 450,708 431,961

民生部門 家庭系 210,500 210,500 251,835 249,985 299,372 284,890 293,575 257,420

業務系 198,806 198,806 235,587 248,820 256,038 247,427 260,239 222,949

小　計 409,306 409,306 487,421 498,806 555,410 532,317 553,815 480,368

廃棄物 一般廃棄物 14,786 14,786 19,945 35,833 54,770 53,809 46,932 52,476

産業廃棄物 19,464 19,464 20,445 33,031 43,998 47,007 46,929 46,242

小　計 34,250 34,250 40,390 68,865 98,768 100,816 93,861 98,718

二酸化炭素計 1,844,303 1,844,303 2,047,478 1,910,121 1,847,284 1,780,094 1,789,087 1,628,405

指数(基準年比) 100.0 100.0 111.0 103.6 100.2 96.5 97.0 88.3

注）製造業の重複補正分は、その他で調整した。

区分＼年度 基準年 1990年度 1995年度 2000年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

森林による蓄積量 -3,190 -3,190 -3,645 -2,734 -2,734 -2,734 -2,734 -2,734

森林による吸収量 -91 -91 0 0 0 0 0 0

製造業
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図 2 二酸化炭素年間排出量の推移 
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1.3  年間エネルギー消費量の推移 
 

表 3 年間エネルギー消費量の推移 

(TJ/年)

区分 基準年 1990年度 1995年度 2000年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

人口 270,857 270,857 283,782 294,584 291,687 290,668 290,878 291,927

産業部門 農林業 23 23 18 27 30 25 20 13

水産業 852 852 700 615 382 327 285 583

建設業 328 328 638 487 341 212 331 379

製造業 合計 10,251 10,251 10,676 9,911 8,733 8,898 8,509 7,879

小　計 11,453 11,453 12,032 11,041 9,486 9,462 9,145 8,853

運輸部門 自動車 4,422 4,422 5,455 5,986 4,930 4,658 4,587 4,581

鉄　道 135 135 153 139 152 150 151 151

国内船舶 2,858 2,858 3,675 2,354 1,873 1,868 1,791 1,571

小　計 7,416 7,416 9,283 8,479 6,955 6,675 6,529 6,303

民生部門 家庭系 2,828 2,828 3,601 3,826 3,917 3,869 3,736 3,747

業務系 2,675 2,675 3,288 3,646 3,542 3,474 3,561 3,284

小　計 5,503 5,503 6,888 7,471 7,460 7,343 7,297 7,030

エネルギー消費量計 24,371 24,371 28,204 26,990 23,901 23,480 22,971 22,187

指数（基準年比） 100.0 100.0 115.7 110.7 98.1 96.3 94.3 91.0  
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図 3 年間エネルギー消費量の推移 
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明石市第５次長期総合計画（素案） 

閲覧用 

平成２２年１０月 

兵 庫 県 明 石 市

t-mitsunaga
タイプライターテキスト

t-mitsunaga
タイプライターテキスト
参考資料２

t-mitsunaga
長方形

t-mitsunaga
タイプライターテキスト
（抜粋）



Ⅰ 序論 

第１章 計画策定の趣旨と基本姿勢 ２ 

第１節 計画策定の趣旨 ２ 

第２節 計画の基本姿勢 ２ 

第２章 計画の構成と期間 ３ 

第１節 計画の構成 ３ 

第２節 計画の期間 ３ 

第３章 計画策定の背景 ４ 

第１節 社会経済情勢の変化 ４ 

第２節 明石市を取り巻く状況 ６ 

第３節 明石の地域特性 ８ 

Ⅱ 基本構想 

第１章 まちづくりの基本方向 12 

第１節 まちづくりの理念 12 

第２節 まちづくりの基本認識 14 

第２章 まちづくりの目標 15 

第１節 10年後の目標 15 

第２節 今後の人口、都市空間の考え方 16 

第３章 まちづくりの手法と戦略 18 

第１節 まちづくり手法 18 

第２節 まちづくり戦略 19 

Ⅲ 戦略計画 

第１章 戦略の展開 24 

１ 安全・安心を高める 26 

２ 自立した温かい地域コミュニティをつくる 28 

３ 明石らしい生活文化を育てる 30 

４ まちを元気にする 32 

５ 一人ひとりの成長を支える 34 

第２章 計画推進の考え方 36 

第１節 行政経営の展開 36 

第２節 計画推進のマネジメント 38 

目次
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戦略計画の概要 

戦略計画では、基本構想に基づき、まちづくり戦略の展開の方向やその内容を明らかにします。 

また、基本構想に掲げるまちづくり目標の実現に向けた計画推進の考え方を示します。 

第２章 計画推進の考え方 

第１節 行政経営の展開 

第２節 計画推進のマネジメント 

第１章 戦略の展開 

５ 一人ひとりの成長を支える 

子どもの保育、学びの環境をはじめ、生涯にわたって学べる環境を整え、みんなが成長する 

２ 自立した温かい地域コミュニティをつくる 

地域自らがつながりのある温かい地域コミュニティをつくり、みんなのより豊かな育ちや 

暮らしを生み出す 

１ 安全、安心を高める 

安全で安心して暮らせる環境を高め、みんなの不安解消につなげる 

３ 明石らしい生活文化を育てる 

明石を知り、感じることができる環境をつくり、みんなの魅力的な暮らしにつなげる 

４ まちを元気にする 

将来に希望を持てる元気なまちにすることで、みんなの活力を生み出す 

・個別計画の策定と推進 ・実行計画の策定を通じたＰＤＣＡによる進行管理 

・参画と協働のしくみづくりの推進 ・自立した地方行政の推進 

・市民ニーズに対応した行政経営 ・組織力、職員力の向上 

・健全財政の推進
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基本構想で掲げた「子どもの健やかな育ちで みんなの元気を生み出す」というまちづくり戦略に基 

づく下記の５つの柱について、その着実な推進を図るため、「展開の方向」やそれに基づく「主な施 

策」を明らかにします。 

Ⅲ 戦略計画 

第１章 戦略の展開 

～
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10年後の目標 まちづくり手法 まちづくり 
戦略 

★選択・集中する 

★みんなで進める 

★地域にあるものをいかす 

★広域的な視点をもつ
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戦 略 の 展 開 

戦略の柱 

安全・安心を高める 

日常生活の安全性を高める 

非常時への備えを万全にする 

健康に暮らせる期間を延ばす 

共に生きるための支えあいを充実する 

自立した、温かい 

地域コミュニティをつくる 

明石らしい生活文化を育てる 

展開の方向 

まちを元気にする 

一人ひとりの成長を支える 

主体的な地域活動、市民活動を広げる 

高齢者の地域での活躍の場を広げる 

認め合う開かれた地域をつくる 

自然の恵みを将来にわたり享受できる環境をつくる 

スポーツや文化芸術、歴史に親しめる環境をつくる 

食・海・時を暮らしにいかす 

地域産業を元気にする 

中心市街地の魅力を高める 

明石のファンを増やす 

子育て家庭を支える 

質の高い教育を推進する 

幅広い世代の意欲をはぐくむ
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展 開 の 方 向 

●スポーツや文化芸術、歴史に親しめる環境をつくる 
明石は、遠く万葉の昔から歌人たちに愛され、源氏物語の舞台として登場するなど、歴 

史文化のあふれるまちです。また、スポーツや市民交響楽団などの文化芸術活動に触れ合 

える機会の確保にも取り組んできました。スポーツや文化芸術、歴史に親しむことは、体 

や心の健康を保持するだけでなく、人間力豊かな成長や暮らしの充実をもたらします。ま 

た、そのような活動を通じて、人と人のつながりもはぐくみます。 

こうした活動を身近に行うことができる環境を整えるとともに、市民自身が活動を支え 

ていくことができるよう取り組みを進めていきます。 

●自然の恵みを将来にわたり享受できる環境をつくる 
明石は、都市にあっても海やため池などの貴重な自然が残っています。その景観や恵み 

を身近に感じることのできる環境は、明石らしい豊かなライフスタイルを送るうえで重要 

です。地球環境が深刻化するなか、環境に優しい取り組みを一人ひとりが身近なところか 

ら考え、行動することが求められています。持続可能な社会の実現を目指し、低炭素社 

会、循環型社会をつくるとともに、将来に渡っても自然の恵みを享受できる環境をつくり 

ます。 

●食・海・時を暮らしにいかす 
明石らしい暮らしの出発点は、市民が明石の良さを知り、楽しむことからはじまりま 

す。

明石には恵まれた自然や風土からもたらされる様々な暮らしを彩る要素があります。そ 

のなかでも「食・海・時」は特に明石らしい豊かなライフスタイルを築くうえで欠かせな 

い重要な要素です。明石に暮らす市民の一人ひとりが「食・海・時」の価値を知り、その 

良さを十分に味わえる環境をみんなではぐくんでいきます。 

生活文化とは、その土地の持つ特性を生活の中に取り入れいかしていくことです。 

食や海峡、歴史文化など生活を豊かにする魅力的な素材に恵まれている明石で、それらをより身近に 

感じながら暮らすことは、子どもの豊かな心やふるさと明石への愛着心をはぐくむことにつながります。 

加えて、かけがえのない自然や環境を未来に引き継ぎ、残していく取り組みが、明石の良さをいかし 

た暮らしやすい豊かなまちづくりにつながっていきます。 

そのようなライフスタイルは、あらゆる世代にとっても、生活を豊かにし、自らの生きがいにつなが 

る大切なものです。 

明石を知り、明石を感じ、豊かなライフスタイルを送れる環境をつくります。そうしたライフスタイ 

ルは、いつしか「新たな明石らしさ」を生み、それに魅力を感じる人を呼び込むことにもつながります。 

３ 明石らしい生活文化を育てる 

Ⅲ 戦略計画 

第１章 戦略の展開
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◆文化芸術に触れ、体験できる機会や場を充実する 

◆多様な文化芸術の活動や交流をサポートする機能を充実する 

◆スポーツを身近に楽しめる機会を充実する 

◆市民の自主的なスポーツ、文化活動を支える 

◆ふるさと明石を知り、文化の創造につながる学びを充実する 

◆温室効果ガスの排出を抑制する 

◆ごみの減量化、再使用、再生利用を進める 

◆下水汚泥や処理水などの再利用を進める 

◆生物の多様性を守り、はぐくむ 

◆花と緑、景観に親しめる環境づくりを進める 

◆自転車を利用しやすい環境を整える 

◆食・海・時のブランド力を高める 

◆地域の食材をいかし、食文化を育てる 

◆食育を進める 

◆「とき」を感じる仕掛けを充実する 

◆明石のシンボル的空間である海岸線の利活用を進める 

主 な 施 策





計画の推進について（案） 

 

 

１ 計画の推進体制 

   
 (1) 庁内の推進体制 

明石市では、市の事務事業における環境保全の取り組みを推進・管理す

る手法として、明石市環境マネジメントシステムを導入しています。地球

温暖化対策実行計画の推進体制についても、明石市環境マネジメントシス

テムの推進体制を活用したいと考えています。 
 
 (2) 環境審議会 

   環境審議会に、計画の進捗状況を報告し、意見を求めます。出された意

見を更に計画の展開に反映させたいと考えています。 
 
２ 計画の進行管理 

   進行管理については、ＰＤＣＡサイクルにより、取り組みの進捗状況を

把握し、点検・評価することにより改善を行い、次の展開に繋げていく必

要があります。そのためにも、明石市環境マネジメントシステムを活用し

進行管理を行いたいと考えています。 

明石市の地球温暖化対策

各課の施策

ＥＭＳ 

環境審議会 

公表

イメージ図 

参考資料４ 
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 地球温暖化に対する取り組みが国際的に行なわれている今日、

日本においても長期目標を定めての低炭素社会づくりが行なわれ

ようとしています。このような国際的･国家的目標達成のためには、

市民、事業者、行政の三者が、それぞれの役割や立場に応じた、

温室効果ガス削減の高い長期目標をクリアするための着実な努力

や工夫を積み重ねることが重要であり、本市におきましてもさま

ざまな取り組みを行っているところです。 
そうしたなか地球温暖化対策につきましては、明石市地球温暖

化対策実行計画を定め、市の事務事業から発生する温室効果ガス

の排出抑制に努めてまいりました。さらに今年度は、市民、事業

者を含めた市域全体からの温室効果ガス排出量削減や具体的な

施策を盛り込んだ、新しい計画へと改定してまいります。 
その一方で、数値目標を掲げての取り組みだけでなく、多くの市民の皆様が地域の自然

に触れることも大切であります。本市におきましても市民の手による里山整備やため池で

の観察会などの活動が行なわれており、このような機会を通じて自然の尊さや大切さを知

ることが、地球環境の保全への想いへとつながるものであると考えています。 
 このレポートには、自然環境再生への取り組みやくらしの中での環境問題へのチャレン

ジなどをはじめとして、平成 21 年度における本市の環境への取り組み状況を紹介していま

す。本レポートをお読みいただくことにより、市民の皆様が環境問題を身近に感じていた

だき、活動への一歩を踏み出していただくきっかけとなりますことを念願するものであり

す。   ま
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            Tel：078(918)5029 Fax：078(918)5107 

            e-mail：plan-ems@city.akashi.lg.jp 



        
１ 報告書をご覧いただくにあたって 

 

2 

 
編集方針                                     

明石市の環境に関する情報について、平成 21 年度の報告及び平成 22 年度の予定を掲載

しています。対象は、市（行政委員会の事務局を含む）の環境施策と事務事業です。 

本報告書には、皆様のご意見をいただくためのアンケート用紙を添付しています。記載

内容や明石市の環境活動に関してのご意見、ご感想を頂けましたら幸いです。 

皆様とのコミュニケーションを深めながら、ともに持続可能な社会の実現に貢献してい

きたいと考えています。 

 

主な関連資料の一覧、入手方法          

●環境事業概要  

 

明石市の環境行政に関する組織、事業、予算、計画、環境

美化整備、環境保全対策、し尿、ごみの減量化・資源化及び

ごみの収集・処理などの各種統計を記載しています。昭和 55

年から発行しています。 

 

 

 

●明石市環境基本計画（平成 19 年３月改定版） 

環境基本計画は、長期総合計画と連携して明石市の望まし

い環境像の実現をめざすマスタープランです。 

環境基本条例に基づき、まちの特性を考慮しながら、環境

全般の取り組みの基本になる考え方、めざす環境像、取り組

みの内容を示しています。また、市民、事業者、行政それぞ

れの役割を明らかにしています。 

 

 

 

 ●明石市環境部地球環境課Ｗｅｂサイト「エコイスト」 

この報告書に掲載していない詳細情報や、明石市の環境に

関する条例・計画、明石市環境の現況、環境管理マニュアル

などをHPで公開しています。 

 また、ご希望がありましたらＣＤ・印刷物等でのお渡しも

させて頂きますので、地球環境課までご連絡ください。 

 

検索

クリック！ 

 
明石市地球環境課 

 

地球環境課Ｗｅｂサイト「エコイスト」 

(URL)http://www.city.akashi.hyogo.jp/kankyou/earth_kankyou_ka/ecoist/index.html 
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２ 明石市のめざす環境像を実現するために

 

明石市環境基本計画で定める明石市の「めざす環境像」は、“おだやかな風土の中で、人々

が互いに手をとり合い、地球環境から身近な自然までを大切にしながら、昔のくらしのよ

さを受け継ぎ、豊かな未来への夢を 100 年先までも持ち続けていきたい”という市民の想

いを表しています。 

 

水辺や里山は光に映え、まちには人々がにこやかに集う 

人と人とが思いやり、地球のすべてをいつくしむ 

古(いにしえ)に想いをはせ、未来への希望が輝き続けるまち 

 

明石市のめざす環境像を実現するための推進体制                    

 明石市の「めざす環境像」を実現するためには、市民、事業者、行政の各主体での取り

組み、協働の取り組み、そして推進する体制が必要です。 

環境基本計画は、パートナーシップで進めていくことを基本的な考え方としています。 

 

エコウイングあかし（明石市環境基本計画推進パートナーシップ協議会）       

｢エコウイングあかし｣は、明石市のめざす環境像を実現するため、環境基本計画を推進

する組織です。市民、事業者、行政の三者が協働し、環境基本計画に掲げるリーディング

プロジェクト（ＬＰ）に取り組んでいます。 

 

 

 

 
 
 

 

エコウイングの「エコ」は環境一般を表し、「ウイング」は翼を表します。 

エコの風が大きく翼を広げ、市民、事業者、行政をつないで明石に広がる 

イメージとともに、東西に長い明石の地形も表しています。 

リーディングプロジェクト（ＬＰ）            

 リーディングプロジェクトは、環境基本計画における先行的な取り組みです。全部で

13 項目のプロジェクトがあり、ライフスタイル、エネルギー、自然の 3つに分類されます。 

会員は 3つの分類ごとに、グループで活動しています。 

また、各グループのリーダー、サブリーダーは概ね月 1回集まって「企画運営委員会」

を開催し、エコウイングあかし全体の課題について議論しています。 
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エコウイングあかし・平成 21 年度の主な取り組み                    
 

●第 3回 エコウイングあかし総会 (平成 21 年 5 月 17 日) 会員数 87 名（総会時点） 

会員 67 名（うち 38 名委任状）が出席して、第 3回総会を開催しました。 

 

●環境セミナー｢地球に負担をかけない暮らし方｣  

(平成 21 年 5 月 17 日) 

「ゴミ減らし通信舎」世話人の中村惠子氏を講師に招き、

環境セミナーを開催しました。 

テーマは、地球に負担をかけない暮らし方です。主に３Ｒ

に関する内容で、ごみを減らす方法など実演を交えた説明に

参加者約 30 名が熱心に耳を傾けました。 

 

●専用のホームページを開設 

 エコウイングあかしの活動を広くＰＲしていくため、専用

のホームページを開設しました。各グループの取り組み紹介、

各種イベント案内などの情報を掲載するほか、発行した冊子

のダウンロードもしていただけます。 

 各記事にはコメント入力欄を設けておりますので、ご意見、

ご感想などがありましたら、ぜひお寄せください。 

 クリック！ 
エコウイングあかし 検索 

(URL)http://www.ecowing.net/index.html 

 

団体間の交流、参画と協働の発展             

 環境基本計画を推進する上で、さまざまな団体と協働で取り組みを実施しています。 

今後は、もっと多くの団体との交流を図り、参画と協働の更なる発展に努めてまいります。 

 

協働団体の一覧 

明石シニアカレッジ・環境グループ きらりんあかね２７ 

明石市女性団体協議会 西日本高速道路サービス・ホールディングス株式会社

明石市保健衛生推進協議会 兵庫県地球温暖化防止活動推進連絡会 

明石のはらくらぶ 兵庫・水辺ネットワーク 

ＮＰＯ法人環境２１の会 森の探偵団 

  ※ 五十音順に記載しています。 
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３ リーディングプロジェクトの取り組み状況 

ライフスタイルグループ 

 ◇ライフスタイルに関するリーディングプロジェクト 

 

ＬＰ１ あかし環境マイスター制度 

環境資格制度の合格者「環境マイスター」の活動でごみの減量などを進めます。 

 

ＬＰ２ くらしの知恵伝承プロジェクト 

風呂敷や布おむつなど、知らなかったくらしに役立つヒントをみんなで教えあいませんか。 

 

ＬＰ３ グリーン購入推進プロジェクト(Ｈ２２.５ ＬＰ１,２に統合) 

毎日の買い物で、地球環境にやさしいことができます。その方法を明石市内に広めましょう。 

 

平成 21 年度の取り組み状況 

●プロジェクト推進のための会議開催（計 12 回開催）＊関連ＬＰ１～２ 

 毎月 1 回ライフスタイルグループの会議を開催し、プロジェクト推進のための検討課題 
を話し合い、メンバー同士で意見交換しました。 
 
●マイカル明石環境フェアでの活動ＰＲ ＊関連ＬＰ２ 

平成 21 年 6 月 7 日には、｢マイカル明石環境フェア 2009｣に参

加し、古着などを活用した布ぞうり作品の展示や布ぞうりづくり

のデモ＆体験コーナーを設け、取り組みのＰＲを行いました。 
色とりどりの布ぞうりを見て多くの方が体験に参加されました。

参加者には布ぞうりづくりのマニュアルを配付し、くらしの知恵

を生かした明石のごみ削減をＰＲできました。 
 
 
●明石クリーンセンター施設見学会の開催 ＊関連ＬＰ１ 
 平成 21 年 10 月 17 日には、ライフスタイルグループメンバー 
で明石クリーンセンターの施設見学会を行い、ごみ処理の現場で 
明石市のごみ問題について話し合いました。 
 
 
 
●環境＆消費者フェアへのブース出展 ＊関連ＬＰ１～２ 
 平成 21 年 11 月 3 日には、市の｢環境＆消費者フェア in あかし｣

で環境クイズラリーを実施し、179 名の方が参加されました。 
ライフスタイルグループでは、明石のごみを減らすために市民

への啓発活動に取り組んでいます。環境クイズラリーの結果は、

後日グループの会議で分析するなどして、出前講座用テキストの

検討資料として活用しています。 
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●段ボールコンポスト事業での協働 ＊関連ＬＰ１ 
 平成 22 年度から始まる市の段ボールコンポスト事業に協働し、

ライフスタイルグループのメンバーで事業のＰＲを行うために、

平成 21 年 12 月から 3 月までの 4 ヶ月にわたり、各メンバーの自

宅で、段ボールコンポストによる堆肥づくりテストを行いました。 
また 3 月には、市職員とともに段ボールコンポストの研修会に

参加しました。これらの経験を活かして、平成 22 年度からは市内

イベントでのＰＲや出前講座での講師を務めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

段ボールコンポストって何？ 

 段ボールコンポストとは、段ボールの中に基材のピートモスとくん炭を混ぜ入れ、 
そこに生ごみを投入し、堆肥をつくるものです。園芸店やホームセンター等で販売 
されている基材を使って、誰でも気軽に始められます。 

 家庭から出る燃やせるごみの約４割は生ごみです。生ごみで堆肥をつくることで 
ガーデニングなどを楽しみながら、明石のごみも減らせます。 

家庭で実践するメンバー 

●段ボールコンポストの啓発（再生利用家具展示会）＊関連ＬＰ１ 

 平成 22 年 3 月 14 日には、マイカル明石で再生利用家具展示会

に参加して、明石市資源循環課と協働で、段ボールコンポストを活

用した家庭の生ごみ堆肥化についてＰＲを行いました。特に主婦層

の関心は高く、説明書付きキット約 30 セットを配付しました。 
また、あわせて実施した環境クイズラリーには親子連れの方など

約 140 名が参加されました。 
 
 

今後の取り組み予定 

●毎月 1 回、プロジェクト推進のための会議を開催します。 
 
●段ボールコンポスト事業で市と協働し、市内イベントでの 
啓発活動や出前講座を実施します。 

 
●グリーンカーテン事業で市と協働し、メンバーが段ボール 
コンポストでつくった肥料の提供や啓発活動を行います。 

 
●市内事業所の環境イベントに協力し、ブース出展します。 
 
●LP3「グリーン購入推進プロジェクト」は LP1、2 に統合し、 
出前講座等の中で啓発を行います。 



      

7 

エネルギーグループ 

 
 ◇エネルギーに関するリーディングプロジェクト 

ＬＰ４ マイカーの利用を考える運動(Ｈ２２.５ ＬＰ７と統合) 

  自動車の運転を工夫することで、地球にやさしいことができるのをご存知ですか？ 

 

ＬＰ５ 自動販売機の適正化で環境を改善する(Ｈ２２.５ 成果発表をして終了) 

自動販売機は便利ですね。でもちょっと視点を変えてみませんか？ 

 

ＬＰ６ 市民太陽光発電所プロジェクト 

  環境先進国だけの取り組みではありません。市民発電で自然エネルギーへの関心を高めます。 

 

ＬＰ７ 家庭でできる温暖化防止(Ｈ２２.５ ＬＰ４と統合) 

  ほんの少しのことからできる温暖化防止があります。エゴがエコにつながりますよ。 

 

 

平成 21 年度の取り組み状況 

 

●プロジェクト推進のための会議（計 13 回開催） 

  毎月 1 回、エネルギーグループの会議を開催し、情報交換と検討課題を審議してプロ

ジェクトの推進を進めています。 
 
 

●エネルギーグループの活動をＰＲ ＊関連ＬＰ４～７ 

  平成 21 年 11 月に開催された「あかし環境＆消費者フェア」

に参加して、パネル展示やクイズラリーを実施しました。ま

た、社団法人・日本自動車連盟（ＪＡＦ）の協力による子ど

もエコカードの配布などで活動をＰＲしました。 

 

 

●「エコ活動｣と｢エコドライブ｣講習会の開催 ＊関連ＬＰ４，７ 

グループメンバー自身が講師となり、市民向けに「エコドラ

イブ」の講習会を計 5回開催しました。講習会では、グループ

メンバーが制作に関わった「エコドライブマニュアル」をテキ

ストとして使用しました。 

また、この講習会に合わせて「家庭のエコ活動」講習も実施

して温暖化防止を目的とするチーム「ゆほびか」に参加するメ

ンバーの募集を行いました。 
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●自動販売機の適正化に向けた調査 ＊関連ＬＰ５ 

  グループメンバーで中心市街地での自動販売機の設置台数・場所の調査を継続して行

いました。そして、その成果を多くの人に知ってもらうために、平成２２年５月１７日

の活動報告会での成果発表にむけて調査データをまとめました。 
 
 
●太陽光発電への取り組み ＊関連ＬＰ６ 

  平成 21 年 8 月にあかし男女共同参画センターにて、ソー

ラーカー工作を通して太陽光発電の理解を図るためのイベ

ントを開催し、約 100 名の親子が参加しました。また、終

了後には明石市立天文科学館の「あかし打ち水大作戦」に

参加し、打ち水による気温低下を体験しました。 
明石市立天文科学館に設置された
太陽光発電システム 

 

 
今後の取り組み予定 
 
●「マイカーの利用を考える運動」では、「エコドライブ講習会」を開
催するとともに、実車を用いたエコドライブの実践を検討して、地
球温暖化防止に貢献していきます。 

 
●「自販機の適正化で環境を改善する」プロジェクトは、今年度の活

動報告会を持って終了し、メンバーは他のプロジェクトでの活動に

移行します。 
 
●自然エネルギーに対する理解を広め、一般家庭への太陽光発電シス

テムの設置を働きかけます。 
 
●「家庭でできる温暖化防止」ではＬＰ４のエコドライブ講習と連携して、「家庭のエコ活

動」の講習会を開催し、チーム「ゆほびか」への参加を呼びかけます。チーム｢ゆほびか｣

は国の新たな政策である「チャレンジ２５キャンペーン」に参加して、家庭における温

室効果ガス削減による「地球温暖化防止」を啓発していきます。 
 
 5 秒以上停止するときは 

アイドリングをストップする 
平均燃費１１.６km/ℓの車で 

年間 ガソリン１７.３３ℓ削減 

         （約 2,080 円節約）

ＣＯ２  ４０.２kg 削減 

(URL)http://www.eccj.or.jp/dict/ 

「家庭の省エネ大辞典」（財団法人省エネルギーセンター）より 
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自然グループ 

 

 ◇自然に関するリーディングプロジェクト 

ＬＰ８ 水でつながる明石の自然プロジェクト～コウノトリきて！ウミガメきて！大作戦～ 

明石の代表的な自然である「水」（海、川、ため池…）の環境を改善し、コウノトリがやってくるよ

うな自然環境を明石に作ります。可能性はゼロじゃない!? 

 

ＬＰ９ 明石に「ふれあいの里山」を復活させよう!!IN 金ヶ崎公園 

夏休みにカブトムシやクワガタを捕まえた思い出。ずーっと明石に残しましょう。 

 

ＬＰ10 地産地消あかし流＝えこあぐり(Ｈ２２.５ プロジェクト停止)  

地産地消って明石でもやってるの？できるの？環境とどんな関係があるの？ 

 

ＬＰ11 みどりのコーディネーター･プロジェクト(Ｈ２２.５ プロジェクト停止) 

まちにみどりを増やしたい市民と行政の緑化施策をつなぎます。 

 

ＬＰ12 “古(いにしえ)の今”を次世代につなぐ「明石のよいところ」プロジェクト 

(Ｈ２２.５ プロジェクト休止) 

私だけが知っているんじゃもったいない「明石のよいところ」！ 

 

ＬＰ13 自然環境ナビ(情報提供) 

たくさんある明石の自然・天然資源情報をもっと見やすく。もっとわかりやすく。 

 

平成 21 年度の取り組み状況 

 
●定例会議 毎月 1 回開催（計 8回開催） 

 
●｢ふれあいの里山復活大作戦 in 金ヶ崎公園｣  ＊関連ＬＰ９ 

◇公園内をゾーン別に分け、取り組みの内容を決め、植生 
調査を「人と自然の博物館」黒田先生指導のもとで 3 回 
実施しました。 

◇植生調査の結果を踏まえ公園内の整備を行いました。 
第１土曜日に 10 回開催し、のべ 107 名が参加。樹木に侵 
食した竹伐採から始まり、放置された雑木林まで順次整 
備を行いました。 

◇公園内の整備と連動して、伐採した竹はリバークリーン・ 
エコ炭銀行の協力により竹炭にしました。 

◇2010 年 2 月 11 日、「人と自然の博物館・共生のひろば展」 
にこの活動内容のパネル展示を行いました。 
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●明石の海岸線・観察会  会員向け  参加者 8名  ＊関連ＬＰ８ 

二見港から江井ヶ島海岸まで、海岸線の生き物や海浜植物の調査を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

瀬戸川の河口付近では、ミシシッピアカミミガメが甲羅干し風景が見られました。 
 外来種であるこのカメは、どんどん生息域を拡大しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
今後の取り組み予定 
 
●市が進めている生物多様性戦略策定に積極的に参画し、協働で事業を推進します。   

各種団体、企業などのネットワーク作りと各調査データの一元管理も目指していきます。 
 
●里山整備活動については、｢ふれあいの里山復活大作戦 in 金ヶ崎公園｣を継続して実施

します。活動を通じて生物多様性戦略や環境学習の役割を担える拠点作りを目指します。 
 整備などのハード面だけでなく、野鳥観察会や各種イベントを企画し実行します。 
 
●ため池、川での活動は清掃活動や観察会などを開催します。 
 
●海での活動は海岸調査を実施後に市民向けのイベントを開

催します。 
 
●フィールドを繋ぐ市民向け啓蒙イベント「明石の自然歩き

隊」を開催します。 
 
●ＬＰ10、11 は停止し、関連部署への引継ぎ調整を行います。ＬＰ12 は休止しています

が、体制が整い次第、活動を再開します。また、LP13 としては金ヶ崎公園の里山整備、

「明石の自然歩き隊」の情報をエコウイングあかしホームページ等で公開します。  
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４ 自然環境保全への取り組み 

 
明石は、里山、ため池、水田、川、海岸、海域へと、水でつながる多様な自然環境に恵

まれています。それぞれにおいて様々な団体が自然環境保全活動や啓発活動などを行って

います。明石のすばらしい自然環境、また生物多様性を後世に残していくために、身近な

自然を見守っていきましょう。 
 

里 山   樹林域の保全              

｢里山」は大久保北部丘陵地域と金ヶ崎地区の 2 箇所に残っています。 
里山の環境は、人の手が入ることで多くの生きものが再生し、生態系のバランスが保た

れています。 
市では、エコウイングあかしと協働し、金ヶ崎地区の里山整備を進めており、市民の環

境学習の場、子どもの自然体験・環境学習のフィールドとして利用することとしています。 
 

 
 
 
 
 
 
ため池   水生動植物の保全             

大久保町江井島を中心とした市内のため池には、 
多くの種類の水生植物が生育しています。希少種も 
多いことから、市では、ため池の水質改善をはじめ、 
水生植物保全の方法を検討しています。 

特にオニバスは、西日本有数の群生地として知ら 
れており、毎年観察会が開催され、多くの人の興味 
をひきつけています。 
 
 
 
 
河 川   河川の保全               

市内を流れる河川には、ウナギ、タモロコ、メダカなどの魚

類や、ヨシ、マコモ、ヒメガマなどの植物が見られます。これ

らの中には希少な生きものも含まれており、地域の「川を守る

会」などが、見守り活動を行っています。 
これらの河川では、上流から流れてきたごみが中州などに溜

まり、自然環境に悪影響を与えるため、「川を守る会」により

定期的な清掃が行われ、河川環境が保全されています。 
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海岸・沿岸海域   陸域・海域・沿岸海域の保全             

市内の中西部の海岸は人工的に造られた海浜

がほとんどですが、整備後の年月が経つにつれ

て自然環境を取り戻してきています。 
海浜の陸域ではコウボウシバ、ハマボウフウ、 

ハマエンドウなどの海浜植物が定着し、海域で 
はアマモに代表される海草、ワカメ、カジメな 
どの海藻、イシダタミなどの巻貝のほか多くの ハマエンドウハマボウフウ

魚介類が見られます。 
また、沿岸海域では明石海峡の潮流の影響で良好な水質を

保っており、海底は起伏に富み、多種多様な生き物が生息し

ています。しかし、クジラの仲間のスナメリや、きれいな海

に住むナメクジウオ、ウチムラサキをはじめとする二枚貝な

どは数を減らし、希少な生きものとなっています。 
 
 

 

アマモ   アマモ群落の保全              

かつては明石の海岸にアマモの大群落が見られたそうですが、

一時期は八木海岸を中心に、一部の地区で小さな群落が見られ

る程度にまで減少しました。しかし、近年は藻場造成事業によ

る効果で少し生息域を広げています。 
 アマモ場は「海のゆりかご」と呼ばれており、多様な生き

ものを育む場となっています。一度失われたアマモ群落の再生

は簡単ではありませんが、このアマモ場を拡大させるため、保全 
再生活動のネットワークを広げ、豊かな生態系をもつ「里海」 
の創生を目指します。 
 
 
 
 

自然環境調査の実施                          

 市内自然環境の状況を継続的に確認し、環境変化について追跡調査を行っています。平成

２１年度は、松陰新田地区一帯（樹林、池、田畑）などの実地調査を行ったほか、国、兵庫

県の行った市内の自然環境に関する調査データの収集、整理を行いました。 
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５ 地球温暖化対策の取り組み 

 

明石市地球温暖化対策実行計画               

明石市では「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、平成 13 年 3 月に市役所の事

務や事業による温室効果ガスの排出抑制を目的とする｢明石市地球温暖化対策実行計画｣を定

めています。平成 19 年 3 月には、計画をより実効性の高いものへと改定しました。 

（計画の内容については、Web サイト｢エコイスト｣で公開しています。） 

また、平成 20 年 6 月には法改正があり、市役所だけでなく市民、事業者による温室効果ガ

スの排出抑制の推進が求められています。市が策定する新たな計画では、更なる温室効果ガ

スの排出抑制に、それぞれの立場で協力が必要になります。 
 

明石市内の温室効果ガス排出量の推計                         

平成 21 年度は新しい計画の基礎資料となる、温室効果ガスの現状及び将来推計を行いまし

た。なお、将来値については、対策を何も行わない場合の推計です。 

平成 19 年度（2007 年度）の明石市内から発生した温室効果ガスの排出量は、二酸化炭素

に換算すると 1,873,447t-CO2となり、計画の基準年度である平成２年（1990 年度）と比較し

て 3.5％減少となりました。 

 

明石市内の温室効果ガス排出量 

区 分  
平成２年度

（1990 年度）

平成19年度

（2007 年度）

平成24年度

（2012 年度）

平成32年度

（2020 年度） 

平成62年度

（2050 年度）

温室効果ガス（t-CO2/年） 1,940,845 1,873,447 1,962,858 2,026,538 1,946,806

1990年度を100とした場合の指数 100 96.5 101.1 104.4 100.3

 

 部門別に見ると、民生部門（家庭系）、民生部門（業務系）、廃棄物、代替フロン等の４区

分が増加すると予測されます。 

 平成 22 年度は、目標、具体的な施策等を定めますが、部門ごとの対策、特に増加が予測さ

れる部門についての対策が重要です。 

 

平成 2年度（1990 年度）を 100 とした場合の部門ごとの指数 

区 分  
平成 2年度

（1990 年度）

平成19年度

（2007 年度）

平成24年度

（2012 年度）

平成32年度

（2020 年度） 

平成62年度

（2050 年度）

産業部門 100 78 86 90 86

運輸部門 100 88 83 81 79

民生部門(家庭系) 100 139 143 141 135

民生部門(業務系) 100 131 140 144 139

工業プロセス 100 26 26 25 24

農業 100 54 25 24 23

二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、 

一
酸
化
二
窒
素 

廃棄物 100 243 237 232 217

代替フロン等 100 158 311 482 482
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明石市役所の事務事業による温室効果ガス排出量         

平成 21 年度の市役所の事務事業による温室効果ガスの排出量は、二酸化炭素に換算すると

93,981t-CO2でした。これを吸収するには、約 6,713,000 本の杉の木が必要で、明石市の約 2

倍（約 9,590ha）の面積の杉林が必要となります。 

温室効果ガスの排出量は、実行計画の基準年（平成 17 年度）と比較して 15.2％減少して

います。この削減量は約 1,204,000 本の杉の木が吸収する量に匹敵します。 

特に排出割合が多いのは、廃プラスチックの焼却に起因する二酸化炭素、電気の使用に伴

う二酸化炭素の排出で、これらの対策が急務となっております。 
 

※ 杉の木 1本あたりの CO2吸収量：14kg/本・年（環境省・林野庁による）植林密度を 700 本/ha 

 

市の事務事業による温室効果ガス排出量  単位 t-CO2 

種 類 ／ 年 度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

一般廃棄物の焼却 51,906 49,038 45,078 48,512 39,678

電 気 の 使 用 33,064 32,493 33,071 30,902 32,279

下水汚泥の焼却 9,448 9,140 9,559 8,058 8,022

公用車両の走行 3,431 2,607 2,565 2,513 2,222

そ の 他 12,995 11,897 11,261 10,003 10,399

合    計 110,844 105,175 101,534 99,988 92,600

対 17 年度削減率  -5.1% -8.4 % -9.8 % -16.5 %

 

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000

平成21年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度

平成17年度

一般廃棄物の焼却 電気の使用 下水汚泥の焼却

公用車両の走行 その他  
 

温室効果ガス排出の個別の状況           

●一般廃棄物の焼却 

一般廃棄物の焼却による温室効果ガス排出のほとんどは、廃プラスチックに起因するも

のです。焼却ごみの組成分析から推計した、平成21年度の廃プラスチック焼却量は14,077t 

でした。（平成 17 年度比：24.6％減少） 

 

●電気の使用 

平成 21 年度の電気使用量は 84,059,996 kWh でした。（平成 17 年度比：2.4％減少） 

電気使用量は、気候的な要因により変動しますが、更に削減を進めることも必要です。 
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市の事務事業で使用した電気使用量     単位 kWh 

種 類 ／ 年 度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

水 道 29,533,231 27,567,118 27,947,616 25,835,684 26,032,360

下 水 道 25,969,536 25,566,514 26,258,710 25,222,193 25,292,363

学 校 園 7,066,214 7,126,674 7,278,364 7,219,939 7,130,068

市 民 病 院 5,092,513 5,103,566 5,361,898 5,131,472 4,912,540

街 灯 3,639,342 3,675,000 3,815,491 3,405,590 3,818,835

そ の 他 14,804,098 15,577,490 15,459,242 13,658,835 16,873,830

 合       計 86,104,934 84,616,362 86,121,321 80,473,713 84,059,996

対 17 年度削減率  -1.7 % 0.0 % -6.5 % -2.4 %

 
明石クリーンセンターでは「ごみ焼却熱」を有効利用した発電を行っています。発電し

た電気は明石クリーンセンターの各施設、隣接庁舎へ供給しています。余った電気は関西

電力に売電しています。平成 21 年度の売電量は 22,364,203kWh でした。 

 

地球温暖化対策の啓発活動                              

●あかしたなばた☆ライトダウン（平成 21 年 7 月 7 日） 

 6 月 21 日（夏至の日）から 7月 7日（七夕）まで、全国的な節電

行動としてライトアップ施設や家庭の電気を消灯する「ＣＯ２削減／

ライトダウンキャンペーン」が実施されました。 

明石市でも、7月 7日の午後 8時から 10 時の 2時間、市の施設や

明石駅前周辺のネオンサイン等の消灯を実施しました。 

 

●あかし打ち水大作戦（平成 21 年 8 月 13 日） 

都市部のヒートアイランド現象を緩和する、日本古来の知恵「打

ち水」を紹介する取り組みです。市立天文科学館の玄関前で、約 120

名の協力により実施しました。 

当日は朝から曇りがちの天候だったため、劇的な効果は得られま

せんでしたが、天文科学館のシゴセンジャーがゲスト出演し、参加

者は楽しみながら冷房に頼らない“涼”を体感していました。 
 

 平成 21 年度の実施結果 

 打ち水前 打ち水後 変  化 

気  温 ３０．１℃ ３０．１℃ （±０℃） 

地表温度 ３１．７℃ ３０．３℃ （－１.４℃）

 

 

 

 

 環境省実証実験の一環で、会場

に電気自動車(実験車両)を展示 
打ち水効果：熱せられた地面に水をまくと、水が地面の熱を奪って蒸発します。

熱を大気中に逃がす効果で地面の温度が下がり、気温も低く抑えられます。 



        ６ 環境首都コンテストへの取り組み  

16 

 
環境首都コンテストとは              

明石市は、昨年に続き｢環境首都コンテスト｣に参加しました。 

｢環境首都コンテスト｣では、日本全国の環境問題に取り組むＮＧＯ

が理想とする自治体の姿を基に設問が設定され、参加自治体はそれに

回答します。コンテストの結果は、環境についての“理想の自治体”

に、明石市がどれだけ近づいているかを表しています。 

コンテストへの参加は、得意分野を更に伸ばし、チャレンジ分野へ

の財政面・人材面の効果的投資を市役所全体で考える良い機会となり

ます。 

平成 13 年度から平成 22 年度までの 10 回の開催予定のうち、明石

市は第 2回(平成 14 年度)から第 4回(平成 16 年度)、第 8回(平成 20

年度)と第 9 回(平成 21 年度)に参加しました。残りの第 10 回にも参

加する予定です。 
 

第 9 回 (平成 21 年度) 環境首都コンテストの結果          
 
●総合 １６位（５８自治体中）／ 人口規模別 ７位（２０自治体中） 

前回の平成 20 年度より、総合順位が 2 つ上がり、人口規模別では昨年と同等でした。 
 

●明石市の得意分野 

 「アジェンタ・環境基本計画」、 

「環境マネジメントシステム」、「情報公開」 

 

●明石市のチャレンジ分野 

 「地球温暖化防止」、「環境産業推進」 

 

「環境首都コンテスト｣の結果から、明石市の 

得意分野 と、これから力をいれる必要がある  

チャレンジ分野 が明らかになりました。 

 これらの結果を環境施策に活かしていきます。 
 
 

順位の推移               
 

（総合順位）                   （人口規模別） 

 

  

 

0

10

20

30

40

50

60

総合順位 52 44 34 18 16

2002 2003 2004 2008 2009

0

5

10

15

20

25

人口規模別 21 12 9 7 7

2002 2003 2004 2008 2009

配点に対する得点率(％)

0

20

40

60

80

100
A ｱｼﾞｪﾝﾀﾞ・基本計画

B 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

C 情報公開

D 自治体環境基本行動

E 自治体交流

F 総合化･予算

G ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ

H 環境学習I 自然環境保全

J 健全水循環

K 景観形成

L 交通政策

M 温暖化防止

N ごみ減量化

O 環境産業推進

兵庫県 明石市 全国平均点



      

17 

７ 明石市環境マネジメントシステム 

 

環境基本計画の進捗管理、環境の継続的な改善のために、平成 12 年度から｢環境マネジ

メントシステム｣を導入しています。 
 

明石市環境マネジメントシステムとは                  
 

 

環境マネジメントシステムは、企業や地方公共団体等が積極的に環境

保全行動に取り組み、自主的・継続的に改善する仕組みです。 

明石市では、環境基本計画の進捗を管理するため、平成 12 年度に｢環

境マネジメントシステム｣を導入し、国際規格ＩＳＯ１４００１を平成

13 年 3 月 14 日に認証取得しました。 

平成19年3月13日からは、環境配慮意識が職員に浸透したことから、

外部審査機関による審査を受けずに、規格との適合性を自ら判断する

「自己宣言｣方式へ移行しました。 
 
 

明石市環境マネジメントシステムの適用範囲          

明石市環境マネジメントシステムの適用範囲は、市役所本庁舎と市関連施設の事務・事業

活動です。 
 

●システムを運用するしくみ（ＰＤＣＡサイクル） 
 

①Ｐ Ｌ Ａ Ｎ：環境保全のための方針を立て目標を設定し、 

具体的な行動計画を立てる 

②Ｄ Ｏ：行動計画を実施する 

③ＣＨＥＣＫ：行動計画が適切に運用されているか実施状況や  

成果を点検する 

④ＡＣＴＩＯＮ：点検結果を参考にシステムを見直し、改善する 

 

①～④の繰り返し(=PDCA サイクル）により、継続的なシステムの改善を図ります。 

 
 

自治体間相互環境監査システム会議            
 

環境マネジメントシステムの透明性、信頼性をより高めるた

め、5 市（尼崎市、西宮市、伊丹市、宝塚市、明石市）の相互

環境監査システムを構築しています。 

5市で締結した｢環境マネジメントシステムに係る自治体間相

互環境監査に関する覚書｣に基づき、平成 21 年度は尼崎市、宝

塚市の職員が明石市内部環境監査に参加しました。明石市から

は尼崎市、宝塚市の監査に参加しました。 

平成 22 年度は更に姫路市が加わり、6市での相互環境監査に

取り組みます。 
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環境目的・環境目標の取り組み              

｢環境目的・環境目標｣として、市役所の事務・事業活動で環境に特に良い影響を与えるも

の、悪い影響を与えるものを抽出しています。抽出した項目に、目的・目標・行動計画を設

定し、その達成に向けて取り組んでいます。 

平成 21 年度は、市役所全体での取り組み、部局ごとの取り組み、課ごとの取り組みと、各

階層で目標を設定し、相互作用で環境改善が進むしくみづくりに取り組みました。 
 
 

●該当部局での取り組み「公共事業への環境配慮｣ 
 

●市役所全体での取り組み「エコオフィス｣ 
 

●部局での取り組み「地球環境行動｣ 
 

●課での取り組み「環境基本計画に定める施策｣ 
 
 

該当部局での取り組み ｢公共事業への環境配慮｣        

市役所の公共事業を実施する部局では、「明石市の公共事業における環境配慮指針｣に基づ

いて、事業の環境配慮に取り組んでいます。指針には、全公共事業の共通事項の他に、建築・

農水・道路・海岸・河川・公園・下水・水道について個別のチェック項目があり、①計画、

②設計、③施工の 3段階で評価を実施します。 

各部局では、評価結果から総括と翌年度の目標設定をし、事業改善に取り組んでいます。 
 
 

公共事業への環境配慮 平成 21 年度の実施結果 

※ 各部局は実施する公共事業、チェック項目が異なるため、結果には差が生じています。 
 

平成 21 年度は上記の５部で取り組み、うち４部で目標を達成しました。事業を実際に進め

る際に当初予定から変更等が生じたことで、残り１部では目標を達成できませんでした。 

なお、結果の平均値から明石市全体の環境配慮は 86.3％と、80％以上を達成しています。 
 
 
 
 

市の該当部局 目標値 実績値 目標比向上 目標達成 

産 業 振 興 部 75.00％ 93.40％ ＋18.40％ ○ 

土 木 部 89.30％ 91.19％ ＋1.89％ ○ 

都 市 整 備 部 83.00％ 77.15％ －5.85％  × 

下 水 道 部 78.33％ 84.11％ ＋5.78％ ○ 

水 道 部 85.40％ 85.41％ ＋0.01％ ○ 
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市役所全体での取り組み ｢エコオフィス｣             

市役所の事務活動で発生する「コピー用紙の使用｣、「ガソリンの消費｣、｢電気の消費｣、「都

市ガスの消費｣の 4項目に目標値を設定し、省資源・省エネルギーに取り組みました。 
 

エコオフィス 平成２１年度の実施結果（市役所全体） 

項 目 目標と結果 目標達成

コピー用紙の使用 
【目標】平成 20 年度値を維持 

【結果】18,833,100 枚（916,100 枚、5.1％の増加） 

主な増加理由：昨年度比で新規事業が増加したため 

× 

ガソリンの消費 
【目標】平成 20 年度から 1.5％削減 

【結果】85,556 Ｌ（2,138Ｌ、1.0％の増加） 

主な増加理由：公用の軽自動車台数が増加したため 

× 

電気の消費 
【目標】平成 20 年度から 2.5％削減 

【結果】3,482,152 kWh（129,709 kWh、1.3％の増加） 

主な増加理由：各施設の冷暖房使用が増加したため 

× 

都市ガスの消費 
【目標】平成 20 年度から 9％の削減 

【結果】73,039 ㎥（8,461 ㎥の削減、18.4％の削減） 

主な削減理由：本庁舎の設備改修により使用量を削減 

○ 

 

平成 20 年度比で目標設定しましたが、都市ガスを除き、目標を達成できませんでした。 

 この結果を受けて平成 22 年度から、市役所全体ではなく各課での削減目標設定を行い、

更なる省エネ・省資源に取り組みます。 

なお、下のグラフは、平成 11 年度からの推移を表しています。 

実績値の経年変化（H11比）
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※ コピー用紙については、平成 19 年度に大幅な見直しをしたため、平成 19 年度からの経年変化を見る。

※ 電気については、平成 15 年度から消防施設(防災センター)が加わるなど大きな変更があったため、

平成 15 年度からの経年変化を見る。 
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部局での取り組み ｢地球環境行動｣          

市役所の各部局で、｢地球環境への負荷を減らすための行動｣について目標を設定し、達成

に向けて取り組みました。 

平成 21 年度は「本来業務を進めることが環境への配慮につながる｣をテーマに、23 部局、

25 項目を対象に実施しました。 

以下に、自部局だけでなく市民や事業所、市役所の他部局に展開した事例を挙げています。

P23～P24 には、事業評価表（一覧表）を掲載しています。 

 

●総務部「ＭＹ箸の持参運動の推進」 

 庁内で昼食をとっている職員にＭＹ箸の持参を徹底する

ことで、環境負荷の低減に取り組みました。ＭＹ箸の持参は

ごみの減量化だけでなく、職員の環境意識の向上にも繋がっ

ています。 

 平成 22 年度は庁外で昼食をとる職員にも「ＭＹ箸の持参

運動」を広げていきます。 

 

 

●下水道部「環境負荷の軽減に向けた啓発活動」 

下水道は家庭や事業所から排出された汚水をきれいにし、

再び川や海に水を返す、環境にやさしい施設です。 

市民に下水道への理解を深めてもらうために、イベントや

ホームページによる広報活動を行っています。 

「明石市下水道展 2009」では、下水道に関するパネル展示

やクイズを行いました。また、随時、地元説明会や施設見学

の受入れも行っています。 

 

 
 

地球環境行動 平成 21 年度の各部局評価（23 部局 25 項目） 

実施時期 

達成度 

環境目標の達成状況 
(各部局年間評価) 

全体に占める 
割合 

◎：期待を上回る ３ 項目 １２．０ ％ 

○：期待どおり １７ 項目 ６８．０ ％ 

△：期待を下回る ５ 項目 ２０．０ ％ 

×：実施可能だが未実施 ０ 項目 ０．０ ％ 

－：実施予定なし ０ 項目 ０．０ ％ 
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課での取り組み ｢環境基本計画に定める施策｣        

環境基本計画で定める、行政が主体的にすすめる 45 の取り組みを中心に、市役所の各課で

取り組む環境に良い影響を与える事業を抽出したものです。原則四半期ごとに自己評価し、

改善に取り組みました。 

平成 21 年度は 47 課、104 項目を対象に実施しました。 

以下に、自課だけでなく地域住民などに展開した事例を挙げています。P24～P30 には、事

業評価表（一覧表）を掲載しています。 

 

●交通部運輸課 

鉄道やバス等の公共交通機関は、マイカーに比べて二酸化炭素の

排出が少なく、環境にやさしい乗り物です。市バスの車内に啓発

ポスターを掲示したほか、９月２０日の「バスの日」には、他の

バス事業者と共に明石駅前・朝霧駅前でエコグッズの配布等を行

い、公共交通機関の利用促進をＰＲしました。（事業評価表に記載） 

 

●都市整備部緑化公園課 

木を無償で受け、公園、緑地の緑化に活

用

環境基本計画に定める施策 平成 21 年度の各課評価（47 課 104 項目） 

  

家庭等で不要となった樹

しました。平成 21 年度は高木、低木をあわせて 140 本の樹木を

リサイクルしました。これからも、不要となった樹木のリサイクル

をＰＲしていきます。（事業評価表に記載） 

 

 

 

実施時期 環境目標の達成状況 全体に占める 
(各課年間評価) 達成度 割合 

◎：期待を上回る １６ 項目 １５．４ ％ 

○：期 待 ど お り ７７ 項目 ７４．０ ％ 

△：期待を下回る ９ 項目 ８．７ ％ 

×：実施可能だが未実施 ０ 項目 ０．０ ％ 

－：実施予定なし ２ 項目 １．９ ％ 
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明石市内部環境監査の実施              

内部環境監査は、明石市環境マネジメントシステムが、ISO14001 規格の要求事項に適合し

ており、かつ、そのシステムが有効に機能しているかを評価するために実施しています。 

内部環境監査の結果は、環境管理総括者（市長）による見直しの際、内部環境監査結果報

告書として、情報提供されます。 

 

内部環境監査員研修                  内部監査報告会 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成 21 年度の内部環境監査              

環境管理総括者（市長）が任命した内部環境監査責任者、同副責任者、主任内部環境監査

員、及び内部環境監査員の 34 名体制で、平成 21 年度の内部環境監査を実施しました。 

市役所の対象部局、課に 9月から 10 月で実施した結果、観察事項 1件（環境法令の登録に

関すること）を確認しました。是正措置は完了しています。 
 
 

●優れている点や他の模範とすべき点 
 

日常業務の中で環境への配慮を意識づける内容等、2 部 25 課から事例報告がありました。 
 

・コピー機の前にコピー用紙の目標値を掲示 

・会議室利用者にごみの持ち帰りや室温管理を呼びかける  など 

 
 

環境管理総括者（市長）による見直し           

毎年度末、環境管理総括者（市長）が環境マネジメントシステムの見直しを行います。平

成 21 年度は、平成 22 年 3 月 23 日に実施しました。指示事項は、以下の 2点です。 
 

⑴ わかりやすく、実践しやすいシステム作りを検討すること 

⑵ 環境に関する取り組みの市民、庁内への発信方法に新しい工夫を加えること 
  
なお、前年度指示事項の対応として、内部環境監査では、部局別監査履歴ファイルを作成

したほか、環境目的及び環境目標を設定しやすくするため環境首都コンテストの取り組みと

関連づけを行いました。また職員に取り組みやすい環境マネジメントシステムにするため、

研修マニュアルを作成して配付するなど、改善を行いました。 
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８ 平成２１年度の事業評価表 

 
平成 21 年度に実施した明石市の各部局の取り組み「地球環境行動｣の内容と評価について、

以下の一覧表に掲載しています。 

※達成度／◎：期待を上回る、○：期待どおり、△：期待を下回る、 
×：実施可能だが未実施、―：実施予定なし 

 

（地球環境行動：23 部局 25 項目） 

部局名 行動内容 H21 年度目標 (環境目標) 取り組み内容・成果 達成度 

政策部 エレベーターの使用を控える ２up２down は階段を使用する 
階段利用に取り組み、職員の省エネ意識が

高まりました。 
○ 

中心市街地 

活性化 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

共有文書のネットワーク化に

よる紙使用量の削減 
共有文書のネットワーク化の推進

共有フォルダを活用して文書を共有化し、

紙の使用量を削減することができました。
○ 

総務部 ＭＹ箸の持参運動の推進 
庁内で昼食の時は割り箸の使用を

止め、ＭＹ箸の持参を徹底する 

庁内で昼食をとる職員については、目標ほ

ぼ達成できました。 
○ 

財務部 
公用自転車の利用を促進する

ための環境整備と啓発の強化 

公用自転車の利用を促進し、ガソ

リン使用量を抑制する 

整備作業を行い、利用増加に取り組みまし

たが、目標件数に達しませんでした。 
△ 

ｺﾐｭﾆﾃｨ 

推進部 

出張にはできる限り自転車・

公共交通機関を利用する 

出張方法の見直しを図り、できる

限り公用自動車を使用しない 

各部署で出張方法を見直し、公用自動車を

できるだけ使用しないようにしました。 
○ 

文化芸術部 
生涯学習ｾﾝﾀｰ内の会議室の空

調機器等の消し忘れを防止 
消費電力の削減に努める 

施設利用者への省エネの周知や、職員の巡

回を実施し、消費電力を削減できました。
○ 

福祉部 
イベント時に会場で発生する

ごみの分別を徹底する 
イベント時のごみの分別の徹底 

イベント時にごみの分別・減量の姿勢が見

えるようになりました。 
○ 

保険・健康部 
階段利用の推進による健康づ

くり 

市民・市内企業による階段利用の

推進 

公共交通機関・企業にﾎﾟｽﾀｰやメッセージバ

ナーを貼付し、階段利用を啓発しました。
○ 

環境部 
環境出前講座を定期的に開催

地球温暖化防止を呼びかける 

環境部全体で 65 回の講座開催 

(平成 20 年度実績：60 回) 

新型インフルエンザの影響もあり、目標に

は届きませんでした。 
△ 

産業振興部 
イベント時のごみの分別及び

公共交通機関の利用促進 

イベント時のごみの分別・公共交

通機関の利用を徹底する 

イベント時にごみ分別を市民に呼びかける

ことで分別回収が徹底できました。 
○ 

土木部 公共交通機関の利用促進 
｢たこバス｣の利用促進 

(年間利用者数：1,000,000 人) 

年間利用者数782,422人となり目標の78.2%

でしたが、前年度比で 64,451 人増でした。
△ 

都市整備部 都市公園の整備 
飲料水兼用耐震性貯水槽を設置

し、外周整備等を行う 

平成23年春の公園オープンに向けて順調に

進捗しています。 
○ 

下水道部 
｢循環のみち(環境負荷の軽

減)｣に向けた啓発活動 

下水道に関するイベントの充実、

市民への広報活動の拡充 

施設見学の積極的な受入れや下水道ＨＰの

充実などにより啓発に努めました。 
○ 

会計室 
審査等に必要な帳票の削減 

及び添付書類の簡素化を図る 

各課会計担当者への指導及び研修

を実施する 

紙ベース資料の FD データ化により、大幅に

ごみを削減できました。 
◎ 

市民病院 

事務局 
消費電力の低い器具への交換 

電球交換時に電球型蛍光灯を取付

（50 ヶ所） 

消費電力が低い電球型蛍光灯を 55 本交換

し、目標の 50 箇所を達成しました。 
◎ 

交通部 
市バス運行に係る軽油消費量

の軽減を図る 

バス運転で低燃費走行を実践する

(前年度比 0.05km/ℓの燃費向上) 

前年度比で軽油使用量は減少したが、燃費

は悪化しました。改善に努めます。 
△ 



         

24 

 
部局名 行動内容 H21 年度目標 (環境目標) 取り組み内容・成果 達成度 

水道部 
老朽管の布設替えによる漏水

の防止及び減少 
老朽管布設替え 5,850m 

目標比 90.2%の達成となるものの、年度内に

達成できたのはそのうちの 64.6%でした。 
△ 

教育委員会 

事務局 

(地域連携課) 

リサイクル図書の推進 
資源の有効活用・リサイクルの啓

発 

資源の有効活用を図り、ごみ排出量削減に

つながりました。 
○ 

教育委員会 

事務局 

(体育保健課) 

学校給食での地産地消 
明石市産の海産物を毎月学校給食

に提供する 

給食の食材に明石市産の米・海苔・海産物・

野菜を使用しました。 
○ 

市議会 

事務局 
紙類の分別を徹底する 可燃ごみの削減 

リサイクルボックスのでの古紙回収、リサ

イクルの活用に努めました。 
○ 

監査事務局 エレベーターの使用を減らす ２up３down は階段を使用する 
チラシを掲示したことで省エネ意識が高ま

りました。 
○ 

選挙管理委

員会事務局 

選挙における開票開始時間の

繰上げ・開票時間の短縮 

選挙における開票開始時間の繰上

げ・開票時間短縮の調査、検討 

開票時間短縮に向けて、計数機等の機材の

見直しを行いました。 
○ 

農業委員会 

事務局 

廃棄物に含まれる雑紙ごみを

回収し、再生紙にまわす 
紙ごみ回収の徹底 

ひとり一人が、紙ごみを再生紙にまわすこ

とを常に意識するようになりました。 
○ 

消防本部 

(1) 
電気使用量の削減を徹底する 

前年度比で、電気使用量を削減す

る（前年度使用量:676,541kWh） 

未使用時の PC の電源を切るなどの徹底で、

前年度比で電気使用量 2%削減できました。
○ 

消防本部 

(2) 

庁舎から出る紙類の分別の徹

底を図る。 

可燃ごみの削減 

(前年度使用量:3,018 袋) 

ごみ袋量が前年度比で 12%削減できました。

(平成 21 年度使用量:2,653 袋) 
◎ 

 
 
 
平成 21 年度に実施した明石市の各課の取り組み「環境基本計画に定める施策｣の内容と評

価について、以下の一覧表に掲載しています。 

※達成度／◎：期待を上回る、○：期待どおり、△：期待を下回る、 
×：実施可能だが未実施、―：実施予定なし 

 

（環境基本計画に定める施策：47 課 104 項目） 

課名 事務事業名 H21 年度目標 (環境目標) 取り組み内容・成果 達成度 

１．環境教育・環境学習の推進 

生涯学習 

センター 
環境教育・環境学習の推進 

生涯学習ｾﾝﾀｰ及びｺﾐｾﾝでの環境

問題に関する市民講座の開催 

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ作戦(夏･冬)を実施しました。身近

にできる省ｴﾈ等の講座開催が必要です。 
△ 

資源循環課 
環境副読本の作成 

（ごみ減量化推進事業） 

環境副読本を作成し、授業用に、

市内全校の小学4年生へ配布する

市内小学校 30 校の全 4 年生に副読本を配布

しました。 
○ 

教育委員会 

事務局総務課 

みんなで学校園を美しくする

運動事業 

運動の展開により教育環境を整

備する 

各学校園で、花壇の花植え、校内の清掃・修

繕など意欲的な実践活動を行いました。 
○ 

明石商業 

高等学校 
奉仕活動 地域環境美化 

3 年生と教員が通学路のごみ拾い清掃を行

い、地域環境美化に取り組みました。 
○ 

予防課 防災センター運営事業 防災ｾﾝﾀｰへの集客ｲﾍﾞﾝﾄ開催 
秋の防火ﾎﾟｽﾀｰ展、消防出初式写真展などの

防災啓発ｲﾍﾞﾝﾄなどを行いました。 
○ 

消防署 消防署運営事業 
市民への防火意識啓発、自主防災

組織等への訓練指導を実施する 

防火指導及び訓練指導を実施するも火災件

数の減少には至りませんでした。 
△ 
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課名 事務事業名 H21 年度目標 (環境目標) 取り組み内容・成果 達成度 

３．環境活動拠点の設置・機能拡充 

ｺﾐｭﾆﾃｨ 

推進室 

環境活動拠点の設置・機能拡

充 

ｺﾐｾﾝにおける啓発パンフレット

等の配布機会を拡充する 

ｺﾐｾﾝにおいて環境啓発パンフレット等の配

布を行いました。 
○ 

環境保全課 環境共生啓発事業 環境学習支援制度の推進 
小学校等に講師派遣(4 件)、啓発機材等の貸

出(7 件)を行い、学習を支援しました。 
○ 

４．遊休農地を活用した市民農園の整備 

農水産課 市民農園管理運営事業 
市内酪農家から排出される牛ふ

ん堆肥を安定的に供給する 

市民農園での堆肥利用を図り、安全な野菜栽

培の志向に応えることができました。 
○ 

５．人材の育成及び派遣 

地球環境課 
環境共生啓発事業 

（環境学習支援制度） 
環境学習支援制度の推進 

積極的に出前講座 PR を行い、14 回の講師派

遣を実施できました。 
○ 

６．市役所職員への環境に対する意識啓発の充実 

人材開発課 能力開発支援事業 
新規採用職員、職種変更研修での

環境問題ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施 

研修でのごみ分別の呼びかけにより、職員の

環境意識が高まりました。 
◎ 

地球環境課 
EMS 運用事業 

（環境管理研修） 

EMS の取り組みを通じ、庁内職員

の知識・技能の習得と向上を図る

環境マネジメントシステムの手引きを全職

員に配付し、研修ﾏﾆｭｱﾙの改善を行いました。
◎ 

７．図書館における環境関連資料の充実 

地域連携課 図書館運営事業 環境問題の関心や理解を深める 
129 冊の環境関連図書を購入、環境月間には

ﾎﾟｽﾀｰや関連図書を展示して啓発しました。
○ 

８．自然に関する調査及び環境マップの作成と普及促進 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業※ 

（自然に関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

・自然環境データ収集・整理 

・里山及び里海再生活動の推進 

明石の自然に関する情報発信を行いました。

里山整備活動を中心に活動を進めています。
○ 

９．環境情報システムの整備推進とその効果的な運用 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業 

（年次報告書） 

市民にわかりやすい年次報告書

を冊子や Web で発行する 

年次報告書の配布先として新たに市内企業

約 300 社を追加しました。 
○ 

資源循環課 
ホームページの運営 

（ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ運営事業） 

ホームページによる積極的な情

報発信（更新） 

お知らせ等の情報を定期的に発信し、集団回

収研修会ページの新規作成を行いました。 
○ 

１０．大気、水質、騒音及び有害科学物質等の監視・観測体制の充実 

政策室 地下水保全に関する事務 条例の規定に基づく規制 
新設井戸の設置、既設井戸の変更はありませ

んでした。 
― 

環境保全課 
環境監視事業 

(大気､水質､騒音等) 
環境測定の実施 

新幹線の騒音・振動(5 地点)、有害大気汚染

物質(12 回)等の定期測定を実施しました。
○ 

環境保全課 
環境監視事業 

(大気､水質､騒音等) 

法に基づき大気汚染の自動測定、

光化学ｽﾓｯｸﾞ予報時の対応を行う

自動測定局での監視を行うとともに、光化学

ｽﾓｯｸﾞ注意報発令時の対応を行いました。 
○ 

環境保全課 
環境監視事業 

(大気､水質､騒音等) 

水質汚濁防止法に基づき水質汚

濁の監視を行う 

明石海峡船舶事故による海水中の油汚染状

況調査等を定期的に行いました。 
○ 

１１．環境汚染物質などに関する調査・測定データの積極的な公開 

環境保全課 環境共生啓発事業 情報提供 
環境の現況情報を掲載した冊子、「明石市環

境の現況｣を作成し、ＨＰに更新しました。
○ 

１２．環境に配慮したライフスタイルの推進 

男女共同 

参画課 
消費者フェア 

環境に配慮したライフスタイル

の推進 

リサイクル工作紹介や、省エネ・温暖化に関

するパネル等を展示しました。 
○ 
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課名 事務事業名 H21 年度目標 (環境目標) 取り組み内容・成果 達成度 

１２．環境に配慮したライフスタイルの推進 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業※ 

（ﾗｲﾌｽﾀｲﾙに関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

・環境マイスター養成講座の実施

・布ぞうり・ふろしき教室の開催

マイカル明石、明石市のフェアでのブース出

展、布ぞうり教室を開催しました。 
○ 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業※ 

（ｴﾈﾙｷﾞｰに関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

自動販売機調査結果の分析・公

表、エコドライブ講習会の開催 

毎月 1 回の定例会で目標について議論した

ほか、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの講習会等を開催しました。
○ 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業※ 

（自然に関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

・自然環境データ収集・整理 

・里山再生活動の推進 

明石の自然に関する情報発信を行いました。

里山整備活動を中心に活動を進めています。
○ 

１３．環境影響評価の推進 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業※ 

（ｴﾈﾙｷﾞｰに関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

自動販売機調査結果の分析・公

表、エコドライブ講習会の開催 

毎月 1 回の定例会で目標について議論した

ほか、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの講習会等を開催しました。
○ 

１４．地域環境美化活動への市民参加の促進 

地球環境課 
環境美化推進事業 

（散乱ごみ、ふん害の防止） 

ポイ捨て・ふん害に対する啓発事

業の実施(啓発活動 10 回) 

ふん害防止ﾊﾟﾄﾛｰﾙ等を実施しましたが、新型

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの影響で回数が少なくなりました。
△ 

地球環境課 
環境美化推進事業(きらりん

明石ポイ捨てバッテン運動) 

自主的に清掃活動を行う個人や

団体数を増やす。 

ﾊﾟﾄﾛｰﾙ(256 回)等を行い、歩行喫煙者に直接

声がけし、ﾎﾟｲ捨て防止の啓発を行いました。
○ 

環境第 2 課 
屋外一斉清掃 

（ごみ収集運搬事業） 

屋外一斉清掃の趣旨を自治会（町

内会）に確認 

自治団体にて屋外一斉清掃を実施し、年間で

は 861,020 ㎏の収集実績になりました。 
◎ 

緑化公園課 公園維持管理事業 
良好な都市景観の保全・創造を進

める 

公園愛護会による月例清掃、春と秋には一斉

清掃(251 団体)を行いました。 
○ 

緑化公園課 
緑化推進事業 

（緑化思想の啓蒙） 

明石駅前の緑化空間をよりよい

形で市民に提供(苗 1万株を植栽)

市民と行政が協働して、花の苗(11,600 株)

を植栽し、目標を達成できました。 
○ 

１５．事業者による公害防止対策の推進 

環境保全課 
環境に係る事業者への規制・ 

指導事業 

法令に基づく立入検査・届出受理

（大気・騒音・振動等関係） 

大気・騒音・振動等に関する立入検査・届出

受理を予定通り行いました。 
○ 

環境保全課 
環境に係る事業者への規制・ 

指導事業 

法令に基づく立入検査・届出受理

（水質汚濁・土壌汚染関係） 

土壌汚染状況結果をＨＰにアップし、閲覧台

帳を作成しました。 
◎ 

商工労政課 
工場の設置届けに係る事務 

（工場立地の適正化） 
準則に沿った工場の立地を促進 

届出に対する問合せへの応対を行い、事業所

にｽﾑｰｽﾞな対応ができるようになりました。
○ 

予防課 
予防活動事業 

（危険物規制） 

事業所等危険物施設に対しての

消防査察の実施(目標:75 件) 

事業所等の危険物施設への消防査察（78 回）

を実施し、目標を達成できました。 
◎ 

予防課 
予防活動事業 

（一般予防・設備指導） 

防火対象物の消防査察の実施 

(目標:90 件) 

事業所等の防火対象物への消防査察(85 回)

を実施し、目標比は 94％でした。 
○ 

予防課 自主防災組織活動支援事業 防災研修等の実施(目標 60 件) 
救急講習会が増加したことで目標を大きく

上回る 111 回の講習会を実施できました。 
◎ 

１６．自発的な活動の支援 

ｺﾐｭﾆﾃｨ 

推進室 
自発的な活動の支援 

各グループ、ＮＰＯの活動内容を

より充実させる 

グループへの活動経費の助成、活動状況の確

認を行いました。(環境ｸﾞﾙｰﾌﾟは 6 団体) 
○ 

１７．ごみの発生抑制の促進 

男女共同 

参画課 
消費者カレッジ（子育て期） 環境教育・環境学習の推進 

消費者カレッジで環境学習とケナフを利用

した小物づくりを実施しました。 
○ 

大久保市民 

センター 
会議室利用者のマナー向上※ 

会議室利用者が自主的に地球環

境に配慮できるように促す 

会議室許可書の裏面を利用してお願い文を

配布することで利用者に周知しました。 
○ 

魚住市民 

センター 
会議室利用者のマナー向上※ 

会議室利用者が自主的に地球環

境に配慮できるように促す 
会議室許可書の裏面を利用してお願い文を

配布することで利用者に周知しました。 
○ 
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課名 事務事業名 H21 年度目標 (環境目標) 取り組み内容・成果 達成度 

１７．ごみの発生抑制の促進 

二見市民 

センター 
会議室利用者のマナー向上※ 

会議室利用者が自主的に地球環

境に配慮できるように促す 
会議室許可書の裏面を利用してお願い文を

配布することで利用者に周知しました。 
○ 

資源循環課 
大規模事業所の減量・適正処

理事業(ごみ減量化推進事業) 

減量化計画書による基礎データ

把握と事業者指導資料の収集 

市内事業所の事業系一般廃棄物排出量の集

計を行いました。 
○ 

１８．グリーン購入の促進 

契約課 契約事務事業 グリーン購入推進の継続 
H21 年度の印刷発注では、ｸﾞﾘｰﾝ購入基準に

適合していない仕様書はありませんでした。
○ 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業※ 

（ﾗｲﾌｽﾀｲﾙに関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

・環境マイスター養成講座の実施

・布ぞうり・ふろしき教室の開催

マイカル明石、明石市のフェアでのブース出

展、布ぞうり教室を開催しました。 
○ 

住宅課 市営住宅維持管理事業 
事業の推進にあたり環境面にも

配慮する 

市営住宅維持管理において、環境に配慮した

物品(消火器)を発注しました。 
○ 

１９．紙の使用抑制、リサイクルの推進 

総務課 文書管理事務事業（古紙回収） 
平成20年度比3％以上の古紙回収

の実施(目標:100,848kg) 

古紙を焼却処理せず、溶解処理を徹底しまし

た。(平成 21 年度実績:117,170kg) 
◎ 

情報管理課 
共同運営による電子申請シス

テム構築 

電子申請システム、簡易申請シス

テムの利用促進を図る 

簡易申請システムの新規手続の運用を開始

しました。 
○ 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業※ 

（ﾗｲﾌｽﾀｲﾙに関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

・環境マイスター養成講座の実施

・布ぞうり・ふろしき教室の開催

マイカル明石、明石市のフェアでのブース出

展、布ぞうり教室を開催しました。 
○ 

資源循環課 
再生家具展示会の開催 

（ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ運営事業） 
実施回数 4回以上 

平成 20 年度以降、イベント以外で展示を実

施し、周知効果が上がりました。 
◎ 

２０．ごみの分別の徹底と資源化の促進 

環境第 2 課 
ごみの分別収集と資源化の促

進（ごみ収集運搬事業） 

分別状況の悪いごみｽﾃｰｼｮﾝを把

握し、分別収集の徹底化を図る 

ごみ出しマナーの悪い地域等に啓発チラシ

を配布し、分別収集を徹底しました。 
◎ 

２１．生ごみ資源化啓発の促進 

資源循環課 
ごみ減量推進員・協力員制度

事務（ごみ減量化推進事業） 

地域におけるごみ減量・ﾘｻｲｸﾙ・

適正分別の活動推進 

ごみ減量推進員会議(3 回)、ごみ減量推進協

力員研修会を開催しました。 
○ 

２２．ごみ減量化に効果的な経済的手法に対する合意形成 

資源循環課 ごみ処理基本計画の進捗管理 ごみ処理基本計画の進捗管理 
ごみ処理基本計画の進捗状況を三段階で評

価し、一覧表にして現状把握ができました。
○ 

２３．公共事業における建設廃材、建設残土の再資源化の促進 

開発審査課 建設リサイクル法事務事業 
発注者・元請業者への届出義務の

啓蒙、啓発を強化 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布、電話での届出ＰＲ、年 2 回の

届出工事の現地ﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施しました。 
○ 

２４．資源集団回収活動の拡充及び支援 

資源循環課 再生資源集団回収助成事業 
地域の集団回収活動活性化のた

めの新たな表彰制度の制定 

表彰制度を見直して、新たな表彰基準を施行

し、研修会において各団体へ周知しました。
○ 

２５．エネルギーの使用抑制、省エネルギー機器・設備の導入の推進 

管財課 
エネルギーの使用抑制、 

省エネルギー機器の導入促進 

・氷蓄熱ヒートポンプ熱源の改修

・冷暖房設定温度の遵守 

設備改修により、暖房期の都市ガス使用量を

前年比で 9.5%削減できました。 
◎ 

斎場管理 

センター 
小型の公用車の運行 小型の公用車の運行 

より効率的な運行を心がけるも、新斎場供用

開始に伴いガソリン使用量が増加した。 
△ 

大久保市民 

センター 
会議室利用者のマナー向上※ 

会議室利用者が自主的に地球環

境に配慮できるように促す 

会議室許可書の裏面を利用してお願い文を

配布することで利用者に周知しました。 
○ 
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課名 事務事業名 H21 年度目標 (環境目標) 取り組み内容・成果 達成度 

２５．エネルギーの使用抑制、省エネルギー機器・設備の導入の推進 

魚住市民 

センター 
会議室利用者のマナー向上※ 

会議室利用者が自主的に地球環

境に配慮できるように促す 
会議室許可書の裏面を利用してお願い文を

配布することで利用者に周知しました。 
○ 

二見市民 

センター 
会議室利用者のマナー向上※ 

会議室利用者が自主的に地球環

境に配慮できるように促す 
会議室許可書の裏面を利用してお願い文を

配布することで利用者に周知しました。 
○ 

地球環境課 地球温暖化対策推進事業 
地球温暖化対策実行計画策定の

ための調査研究 

庁内・市全域の温室効果ｶﾞｽ排出量を調査し、

アンケート等を実施しました。 
○ 

天文科学館 天文科学館施設維持管理事業 
天候や入館者数に応じた空調管

理を行い、電気使用量を減らす 

状況に応じた空調管理を行い、昨年度の電気

使用量を下回ることができました。 
◎ 

浄水課 

工務課 

原浄水施設整備事業 

配水施設整備事業 

浄水場等の電気使用量を 27,500

千 kWhにする(H15年度比 5%削減)

ポンプ等のオーバーホールを行い、電気使用

量を 26,004,427kWh に削減しました。 
○ 

２６．自然エネルギー、未利用エネルギーの利用促進 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業※ 

（ｴﾈﾙｷﾞｰに関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

自動販売機調査結果の分析・公

表、エコドライブ講習会の開催 

毎月 1 回の定例会で目標について議論した

ほか、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの講習会等を開催しました。
○ 

明石ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 焼却施設運営事業 
タービン発電機の蒸気利用にて、

高効率運転による発電の維持 

焼却施設の適正な運転管理により 70％以上

の発電利用率を維持できました。 
◎ 

２７．公共交通機関の利用促進 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業※ 

（ｴﾈﾙｷﾞｰに関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

自動販売機調査結果の分析・公

表、エコドライブ講習会の開催 

毎月 1 回の定例会で目標について議論した

ほか、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの講習会等を開催しました。
○ 

道路計画課 駅周辺整備事業 
駅周辺整備により、公共交通への

転換を図る 

東二見駅整備について、地元自治会と協議を

進め、早期供用開始に向けて一部工事着工。
○ 

道路計画課 コミュニティバス運行事業 
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽによる公共交通機関の

利用促進を図る(年間750,000人)

沿線住民のワークショップによって得られ

た意見を参考に路線変更を実施しました。 
△ 

運輸課 交通事業 バス利用促進啓発運動の実施 
ﾊﾞｽの日に、明石駅･朝霧駅バスターミナルで

他のﾊﾞｽ事業者と啓発運動を実施しました。
○ 

２８．自動車の適正な利用の推進 

環境保全課 環境共生啓発事業 自動車公害防止啓発事業の実施 
自動車公害防止に係る啓発事業、大気汚染防

止に係る啓発事業を実施しました。 
○ 

道路計画課 道路整備事業 
道路整備により、環境への負荷を

軽減する(目標:9 路線) 

1 路線廃止、5 路線完成、3 路線繰越となり

ました。 
△ 

道路計画課 交通安全啓発・教育事業 
年間100回の交通安全教育で市民

の交通安全意識の向上を図る 

新型インフルエンザの影響で交通安全教室

の開催は 54 回でした。 
△ 

２９．低公害車の普及促進 

管財課 
公用車への 

低公害車の普及促進 
ハイブリッド車の率先導入 

ハイブリッド車(5 台)を発注するとともに、

今後の車両配備について検討しました。 
◎ 

水道部 

総務課 
低公害車の普及促進 

車両入替時に低公害車を導入、職

員に環境に配慮した運転を周知 

タコグラフ装着車のため、月毎に速度超過の

運転手へ指導等を実施しました。 
○ 

消防本部 

総務課 
消防団施設整備事業 

低公害車の調査・研究により、環

境保全に努める 

今年度は車両更新はありませんでしたが、エ

コドライブ推進について啓発しました。 
― 

警防課 消防車両整備事業 
規制対象車を更新、適合車両を適

正に運行して環境保全に努める 

救急自動車、水槽付消防自動車の契約、検査

等を行い、車両 2 台を納車・検収しました。
○ 

３０．透水性舗装の導入による地下水の涵養 

道路計画課 歩道整備事業 
歩道整備（7路線）により、安全・

快適な歩行空間の確保を図る 
3 路線完成・4路線繰越となりました。 △ 
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課名 事務事業名 H21 年度目標 (環境目標) 取り組み内容・成果 達成度 

３１．貴重な動植物の生息・生育地、樹木・樹林の保護指定 

地球環境課 
環境基本計画等推進事業※ 

（自然に関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

・自然環境データ収集・整理 

・里山再生活動の推進 

明石の自然に関する情報発信を行いました。

里山整備活動を中心に活動を進めています。
○ 

３２．海域・砂浜等の保全及び河川環境の改善 

農水産課 栽培漁業推進事業 
定着性の高い種苗を好適地に放

流する 

ヒラメ等の計画魚種に加えて、メバル、マコ

ガレイ、マダイの種苗放流を行いました。 
◎ 

海岸課 海岸施設維持管理事業 
海浜地・海浜利便施設を清掃・維

持管理し、憩いの海岸環境を維持

海水浴シーズンにもごみ集積状況の確認に

より、市民が憩える環境を維持しました。 
○ 

海岸課 夜間花火規制推進事業 
環境基本条例に基づき、夜間花火

規制を行う 

海岸に啓発のぼりを設置し、地元や警察との

合同パトロールを実施しました。 
○ 

海岸課 アカウミガメ保護関連事業 
関係機関と協力して、産卵された

卵の保護と啓発を活動を行う 

出前講座を通じて、自然動物保護の大切さ、

海岸美化について啓発しました。 
○ 

海岸課 港湾環境美化事業 清掃の実施 
ごみの集積状況を確認し、東播磨港海岸、南

二見防潮堤の清掃を実施しました。 
○ 

下水道 

管理課 
河川美化事業 河川区域の雑草を除去 

県所管の2級河川(7河川)区域の雑草除去を

行い、河川環境美化に取り組みました。 
○ 

下水道 

管理課 
排水路浚渫事業 河川水路の汚泥の除去、草刈 

現地立会をして、不必要な清掃はせず、複断

面工事を施工して浚渫費軽減を図りました。
○ 

３３．ため池の保全及び整備 

農水産課 土地改良事業 明石市ため池協議会の充実 
ため池協議会連絡会の総会を開催し、1 地区

で新たな協議会を設立しました。 
○ 

農水産課 土地改良事業 
ため池清掃ボランティア 

“ため池清掃志隊”の組織化 

“ため池清掃志隊”の総会を開催し、各団体

で活動を実施しました。 
○ 

緑化公園課 公園維持管理事業 中尾親水公園の維持管理 
ろ過施設スクリーンの清掃を行い、水質浄化

の効率が向上しました。 
○ 

３４．里山等の市街地周辺の樹林及び市街地における樹木の保全 

緑化公園課 公園維持管理事業 
ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽを都市公園として担

保し、景観の保全・創造を進める

樹木の剪定により見通しの良い公園とし、利

用者の安全向上に取り組みました。 
○ 

３５．学校や地域が一体となったビオトープづくりの推進 

下水道 

施設課 
浄化センター維持事業 美化の推進 

せせらぎ公園の清掃及び維持管理を実施し

ました。 
○ 

学校教育課 環境体験事業 
本年度、全校実施。情報交換を行

い、各校の特色ある活動を推進 

小学校３年生の子供たちに自然体験活動を

通して、環境の大切さを教えました。 
○ 

学校教育課 環境教育・環境学習の推進 
環境副読本を活用し、各校の特色

を生かした環境学習を実施する 

環境副読本を活用し、発達段階に応じた環境

教育を推進することができました。 
○ 

体育保健課 学校園庭芝生化推進事業 
新規 1校(中学校 1）、拡張 3 校(中

学校１、小学校 2)の実施 

目標を上回る新規 1 校、拡張 4 校で委託契約

の締結、土壌改良・芝張りを実施しました。
◎ 

３８．地域住民による自主的な住環境の保全の推進 

都市計画課 地区計画推進事業 
住環境の保全や良好なまちなみ

の形成を図る 

地区計画推進のためアドバイザー支援、合意

形成に向けた説明会を行いました。 
○ 

３９．公共下水道整備事業の推進による公共用水域の水質保全 

環境第 1 課 し尿収集運搬事業 適正な、し尿収集運搬の実施 
定期収集は基より臨時収集においても、適正

にし尿収集運搬業務を実施しました。 
○ 

環境第 1 課 
清掃総務一般事務事業 

（浄化槽の啓発） 

浄化槽の適正な維持管理を指導･

啓発する 

不適正な維持管理の浄化槽が判明次第、現地

調査や管理者への指導を実施しました。 
○ 
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課名 事務事業名 H21 年度目標 (環境目標) 取り組み内容・成果 達成度 

３９．公共下水道整備事業の推進による公共用水域の水質保全 

下水道 

総務課 
貸付金、助成金事務事業 

水洗便所改造・浄化槽廃止の工事

実施者に助成金の交付等を行う 

地元説明会、普及指導員の啓発により、貸付

金(14 件)、助成金(214 件)を交付しました。
○ 

下水道 

総務課 
安全衛生委員会事務事業 

定期的に施設の安全点検を行い 

職員の安全意識を向上させる 

安全衛生委員会、下水道施設の安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

を実施し、安全意識の向上を図りました。 
○ 

下水道 

管理課 
管渠更生事業 

開削工法の改築工事で、下水道管

路施設の新たな耐用年数を確保 

老朽管調査の委託発注、改築工事の実施設計

を行いました。 
○ 

下水道 

管理課 
水洗便所普及事業 

未水洗化世帯等に対する水洗化

の普及促進を図る 

未水洗家屋を戸別訪問し水洗化を勧奨(年間

5,905 件)、うち水洗化戸数は 594 戸でした。
○ 

下水道 

施設課 
浄化センター維持事業 

機器更新時、低動力機器を採用し

省エネルギー化を図る 

高耐久、省ｴﾈﾙｷﾞｰ設備を導入し、水質の安定

化と環境負荷を抑えた施設に更新しました。
○ 

下水道 

施設課 
浄化センター維持事業 

放流水質がこれまでの変動範囲

内となるように、維持管理を行う

季節変動に応じた水処理を実施して維持管

理を行いました。 
○ 

下水道 

建設課 
下水道整備事業 

市街化調整区域等(清水新田他)

の水洗化促進 

汚水管未整備区域解消に向けて、3 地区で工

事を実施しました。 
○ 

４０．道路その他公共施設や工場等での樹木等の植栽による緑化の推進 

緑化公園課 緑化推進事業 
家庭等で不要となった樹木のリ

サイクル(目標:150 本) 

高木、低木あわせて 140 本をリサイクルしま

した。更なる啓発に取り組みます。 
○ 

４１．建築行為や屋外広告物の景観に対する指導・助言 

道路管理課 屋外広告物簡易除却事務事業 
関係機関との合同パトロールを

実施 

合同ﾊﾟﾄﾛｰﾙ等により、6,597 件の違反広告物

を撤去できました。 
○ 

都市計画課 景観形成事業 
明石市都市景観形成基本計画改

訂案の作成 

計画の見直しについて、2回の都市景観審議

会を開催し、素案をまとめました。 
○ 

４２．駐輪場の整備と放置自転車、違法駐車の防止対策の推進 

放置自転車 

対策課 
違法駐車防止対策事業 

道路交通の円滑化と都市機能の

維持・増進を図る 

休日の放置自転車等の移動・保管、夜間啓発

により放置自転車の減少に努めました。 
○ 

放置自転車 

対策課 

放置自転車対策事業 

(放置自転車の整理･撤去･保管) 

公共場所の自転車等の放置を防

止し、生活・交通環境を保持する

日曜・祝日における市内主要駅周辺の放置自

転車等の移動・啓発を行いました。 
○ 

４３．有形・無形・民俗文化財等の指定と保存の推進 

地域連携課 文化財保護調査・啓発事業 
遺跡、史跡、天然記念物等の指定

と保存推進 

市指定文化財の修繕に補助をしたことによ

り、文化財保護に努めました。 
○ 

４４．埋蔵文化財、文化的景観等の保護意識の啓発 

地域連携課 文化財保護調査・啓発事業 
市民の文化財保護意識の啓発と 

｢発掘された明石の歴史展｣開催 

市内で出土した埋蔵文化財を広く公開し、文

化財保護の成果を示すことができました。 
○ 

４５．歴史的市街地における建物を中心とした景観整備、歴史的まちなみの保全 

道路計画課 電線共同溝整備時事業 
電線類地中化による良好な都市

景観形成、安全な歩行空間の確保

電線類地中化の推進、実施設計委託、実施計

画を行いました。早期完成を目指します。 
△ 

都市計画課 景観形成事業 
都市景観に対しての啓発事業の

実施 

都市景観賞表彰物件等の募集、審査・決定を

行い、平成21年度目標を100%達成しました。
◎ 

その他 

政策室 
大規模小売店舗立地法に基づ

く意見調整に関する事務 

規定に基づく意見調整により、地

域の生活環境保持に資する 

大規模小売店舗の変更届に対して、事業者と

庁内関係部との間で意見調整を行いました。
○ 

注１ ｢２自然観察会や、環境学習のためのイベントの充実｣、｢３６．減農薬農業の普及促進｣、｢３７．公園や緑地の整備と拡充の推進｣ 

については、平成 21 年度は目標設定がありませんでした。 

注２ ※印が付いた取り組みは複数の項目に重複しています。
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明

パブリックコメ

｢

石市環境レポート 2010（素案）にかかる 

ントと市の考えについて 

 

明石市環境レポート 2010（素案）」にいただいたご意見と、その対応を以下

に一覧表としてまとめました。 

 
ご 意 見  市の考え  

第 3 章 めざす環境像を実現するために 

第 4 章 リーディングプロジェクトの取り組み状況 

 4 ページの“エコウイングあかし総会”、

“環境セミナー”、5 ページの“明石クリー

ンセンター施設見学会”について、それぞ

れ参加者数を記載してはどうか。 

 4 ページの 2 箇所について参加者数を記載

するよう修正し、5 ページについてはグルー

プのメンバーのみの見学会であったため、

その旨が分かるよう説明を補足しました。 

 6,8,10 ページの“今後の取り組み予定”

及び 6 ページ中の文章について 

昨年のパブリックコメントでは、｢環境

レポートはこれまでに実施した取り組みの

報告書であり、将来的事項や呼びかけを割

愛している｣とあるが、報告書でも活動の

反省点や今後の展開を記載するのは一般的

で、考え方を変更したと考える。 

 昨年のパブリックコメントでは本文中に

呼びかけを記載してはどうか、というご意

見でした。本文は原則、報告事項の記載を

するという考え方は変わっておりません。 

 将来的事項はご指摘の箇所のように、必

要な部分にのみ記載するものと考えます。 

 8 ページ下部に、ガソリン並びにＣＯ₂の削

減量が示されているが、情報不足により計算

ができない。説得力をもたせるため、説明を

補足できないか。 

 ご指摘の箇所は、別団体のデータを引用

しており、計算方法を記載していません。

補足として団体 HP の URL を追加しました。 

 環境活動団体、市が主催する事業のボラ

ンティア団体等の固有名称が記載されてい

るところがあるが、一昨年の環境レポート

のパブリックコメントでは公平性の観点か

ら固有名称を記載せずにレポートを作成と

述べられている。 

 エコウイングあかしの活動と、他の活動

を混同することは避けなければならない。 

 ご指摘のとおり公平性の観点から、“環境

活動団体”など、固有名称を記載しないよ

うに修正しました。 

  

 

 

自然に関するリーディングプロジェクト 

 LP10,11 の活動停止、LP13 は情報提供して

終了予定と記述されています。 

棚上げされた問題を「たな卸し」するのも年

次報告書の重要な役割だと思います。しっか

りと活動のフォローアップをお願いします。 

自然に関するリーディングプロジェクト 

 今後の取り組み予定に記載しましたが、

LP10,11 では市関連部署への引継ぎ調整を行い

ます。LP13 についても説明を追加しました。

各 LP のフォローアップの状況は、次年度以降

の環境レポートに掲載します。 

参考資料５



ご 意 見  市の考え  

第 4 章 リーディングプロジェクトの取り組み状況 

 エコウイングあかしの設立から 3 年余り経

ち、設立当初からの役員が任期満了となる日

が近づいている。これまでの総括と今後の展

開について記載が必要ではないか。 

 エコウイングあかしの総括と今後の展開

については、現在も同団体の会議等で議論

しているところです。環境レポートでは原

則、報告の記載となるため不確定な情報は

記載しておりませんが、HP など別の手法で

の情報公開は必要だと考えます。 

第 5 章 自然環境保全への取り組み 

 11,12 ページでは自然環境調査の実施以外

がほぼ同じ文章であり、具体例が記載されて

いない。自然環境再生への取り組みを記載す

るなら、内容を修正するか、表題を改めては

どうか 

 自然環境に対しての取り組みは、範囲が

広く、また継続的に続けている取り組みが

主に記載されています。 

 ご指摘をいただき、より本文に近い表題

として、｢自然環境“保全”への取り組み｣

に修正しました。 

11 ページの環境活動団体の固有名称の記載

について 

 第 4 章と同様に、“環境活動団体”に修正

しました。 

 12 ページの自然環境調査に、｢調査デー

タの収集、整理を行いました｣とあるが、完

了したと理解して良いのか。また、調査結果

の記載がないが、公開されていないのか。 

 自然環境調査は年度ごとに実施しており

平成 21 年度の調査は完了しています。また

調査結果は、公開しておりません。 

 

 11,12 ページ｢アマモ｣をトップにする理由

があるか。海岸の範疇で扱えば良いのでは。 

 

 

 

 

 ｢アマモ｣についてご指摘のとおり、海岸

の箇所に移行しました。 

 

 



 

 
ご 意 見  市の考え  

第 6 章 地球温暖化対策実行計画の取り組み 

 14 ページの一般廃棄物の焼却で、“温室効

果ガスのほとんどが廃プラスチックの焼却に

起因するもの”とあるが、その内訳が分かる

ものを明示してほしい。 

 

 ご指摘の内容についても、詳しい数値を

記載できれば良いのですが、ページ数の関

係から割愛しています。ご了承下さい。  
 
 

たなばたライトダウンについて 

 15 ページのライトダウンについては、平成

20 年度は 2 日間実施しているが、平成 21 年

度は 1 日にしたのはなぜか。 

 

 

 

 

 

 

 

たなばたライトダウンについて  
 全国のライトダウンは夏至の日を中心に

実施されてきましたが、平成 20 年度は京都

議定書の第一約束期間かつサミットイヤー

ということで七夕の日が追加され、明石市

でも 2 日間実施しました。夏至の日と七夕

の日で期間が空き、事業所の混乱を招いた

反省から平成 21 年度は 1 日にしぼって実施

しました。次年度以降の日数や内容は費用

対効果に照らして検討して、決定します。  
 

打ち水大作戦について 

 打ち水は、120 名の協力により実施した、

とあるが協力ではなく参加者ではないか。 

 

 

打ち水大作戦について  
 集まった方が一斉に水をまくことで初め

て成立するイベントなので、協力で誤りは

ないと考えます。  
 

 平成 21 年度は打ち水の前後での温度変化

がなかったが、“涼”を体感していました、

と記載するのはおかしいのではないか。 

 

 

 

 当日の天候が悪く、平成 21 年度は温度変

化 が 見 ら れ ま せ ん で し た 。 打 ち 水 で の

“涼”の体感は温度変化に限らず、水をま

く行為そのものや見た目によるところも大

きいので表現は誤りではないと考えます。  
 

 打ち水について、湿度、風向、風速などの

経時変化を測定することを考えてはどうか。 

そのようなことを学び、教えていくことが、

目的にあるのではないか。 

 

 

 昔からあるくらしの知恵、打ち水を知っ

てもらい、行為自体を楽しんでいただくた

めにイベントを実施しています。ご意見は

参考にさせていただきますが、機材がない

ため現在のところ実施予定はありません。  
  

 打ち水効果の記載は、過去 2 年間が同じ文

面であり、教育的に好ましいとはいえない。

物質移動、物質収支、熱収支等の概念を加味

して簡潔に書き直してはどうか。 

 

 前述のとおり、打ち水は行為自体を楽し

んでいただく趣旨で実施しています。また

開放された空間でご指摘の測定をすること

は非常に難しいため、記載する予定はあり

ません。  

 



 
ご 意 見  市の考え  

第 8 章 明石市環境マネジメントシステム 

 17,18 ページの文章は、前年度とほとんど

変わっていない。構成を工夫することが必要

ではないか。 

 ご指摘の箇所は、明石市環境マネジメン

トシステムの根幹となる基本事項であり、

構成は大きく変えずに記載しています。 

 システムに大きな見直しがあった場合に

は構成を工夫して記載したいと考えます。 

 公共事業 

環境配慮率について 

 環境レポート 2009 に対する指摘の中で

“環境配慮率”という言葉が一般的でなく、

分かりづらいという意見があったが、今回記

載されている。説明を加えてはどうか。 

 

 18 ページ最後の行で、表中 5 部の実績値か

ら算術平均値が記載されているが、各部の予

算額や実績額の違いを考慮する必要があるの

ではないか。 

 

環境配慮において各部の目標値はどのよう

に決めているのか。また、都市整備部が未達

となっているが、その理由について、説明が

必要ではないか。 

 公共事業 

環境配慮率について 

 “環境配慮率”という言葉は過去の指摘

を受けて記載しないようにしています。 

ご指摘の箇所も、環境配慮率という言葉を

使用しないよう修正します。 

 

 各部の予算額、実績額はたしかに違いが

ありますが、公共事業でどれだけ環境配慮

ができたかを示す実績値に焦点を当ててお

り、ご指摘の点は記載していません。 

 

 目標値は、各部で前年度実績に基づいて

設定しています。都市整備部は、記載した

とおり、当初予定からの事業変更等が原因

で目標を達成できませんでした。 

エコオフィス 

 都市ガスを除く 3 項目が、いずれも大幅な

未達である。原因分析や今後の展開について

記載がないため、修正すべきだと考える。 

 

 コピー用紙と電気については、2 年連続で

｢×｣です。このような状況では当事者はやる

気をなくし、活気がなくなります。 

打開策を話し合い、決定したことを公開する

ことが望ましいと考えます。 

 

エコオフィス 

 ご指摘のとおり、原因分析について追加

するよう修正しました。 

 

 

 エコオフィスについて、前述の原因分析

に加えて、打開策を追加しました。 

 

 

 

 

環境目的及び環境目標 

 20,21 ページの評価表について、 

×：未実施 or 未達成 

－：実施予定なし or 完了済 

とあるが、それぞれ前者と後者で異なるもの

で、同一に扱うのはおかしいのではないか。 

達成度の評価区分を見直すべきと考える。 

環境目的及び環境目標 

 評価区分は平成 21 年度の各部局、各課評

価が既に終了しているため、変更できませ

んが、分かりやすくなるよう 20,21 ページ

の表現を以下のとおり修正しました。 

×：実施可能だが未実施 

－：実施予定なし 



 

 
ご 意 見  市の考え  

第 8 章 明石市環境マネジメントシステム 

内部環境監査 

 昨年度の環境レポートと同様、観察事項等

の内容をかっこ書きで記載してはどうか。 

内部環境監査 

 ご指摘のとおり、内容を追加しました。 

 

 市長による見直し指示事項については、平

成 21 年度の記載だけではなく、前年度まで

の指示事項についての対応と進捗状況を記載

するべきではないか。 

 前年度の見直し指示事項への対応につい

て説明を追加しました。 

 

 市長の指示事項については、PDCA の観点か

ら結果等を記載してほしい。また、見直しの

内容は、「資源（人・物・金・情報）の提供

の必要性の有無」に言及してはどうか。 

 

 

 結果等は前述のとおり追加しましたが、

明石市の環境マネジメントシステムは平成

22 年度に大幅な見直しを予定しており、資

源提供の必要性の有無については、見直し

後のシステム運用の中で検討したいと考え

ます。 

第 9 章 平成 20 年度の事業評価表 

地球環境行動 

各部局の目標は定性的なものが多く、行動

内容と目標が同一の部があるのはおかしいの

ではないか。目標も評価も定量的であるべき

で、定量評価が難しい中でも、それを実施し

◎をつけた部局を称えたい。△の部局は数値

目標・定量評価に努めることが望ましい。○

が多いことで安心してしまっては意味がない

のではないか。 

地球環境行動 

 まず、行動内容が目標と同一になること

はあります。ご指摘のように定量的な目標

設定になるよう努めていますが、それが難

かしい部局には定性的な目標設定を認めて

います。ご指摘のように、数値目標を設定

し、定量評価の中で◎となった部局につい

て広く情報を公開するなど、インセンティ

ブの付与は課題になっています。 

環境基本計画に定める施策 

 前述の地球環境行動と類似の傾向が見られ

る。この表とは別に、各課の取り組みをまと

めると違ったものができ、これまでと違った

展開につながると期待する。検討を進めてほ

しい。 

環境基本計画に定める施策 

 全ての目標を掲載することは膨大で困難

ではありますが、各課の取り組みについて

の情報公開の仕方は課題であり、検討事項

になっています。 

 

全  体  

 環境レポート 2009 では、事業者に関する

内容が少ないことが指摘され、次年度に反映

させていきたいとのことだが、なかなか進捗

していないように感じる。事業者にも、市民

にも魅力を持ってもらえるような手立てが望

まれる。市民、事業者、行政の三者協働とい

っても特に行政の指導力を発揮してほしい。 

 事業者の参加が停滞していることはエコ

ウイングあかしの会議でも課題であり、改

善方法を議論しているところである。行政

はもちろんのこと、市民もそれぞれの立場

で何ができるかを考え、取り組んでいきた

い。 



 
ご 意 見  市の考え  

全  体 

 明石市では全市的に「協働のまちづくり」

条例を定めて展開しようとしている。環境問

題はその中で大きな課題になる。協働のまち

づくりは連合自治会やコミュニティ協議会の

問題で、環境部やエコウイングあかし、事業

者は関わらない、では済まない。全員の課題

として取り組む必要があり、環境レポート

2011 ではそれらを記載することになるだろ

う。明石市のめざす環境像実現のため、総力

を挙げて展開していきたいと考える。そのた

めには広く議論を進めていかなければならな

いと思っている。 

 ご意見のとおり、協働のまちづくりは環

境も含め、明石市全体の大きな課題です。

環境部はこれまでもエコウイングあかしな

ど、協働に早くから取り組んできました。

めざす環境像を実現するための取り組みを

展開していくとともに、実施した内容につ

いては、環境レポート等を通じて情報提供

してまいります。 

その他  

 表現や、誤字・脱字等の修正について。 

①｢取り組み｣と｢取組｣について。名詞か動詞

かによって送り仮名の要否が異なると理解

しているが、そのことが、混同されている

ようである。 

②P2｢平成 21 年度から平成 22 年度にかけて｣ 

③“○ヶ月”は神戸新聞等で用いられる“カ

月”にしてはどうか 

④第 4 章リーディングプロジェクトの取組状

況の文章で、＊年＊月＊日が冒頭にあるもの

は文中か末尾にかっこ書きしてはどうか。 

 

 ご指摘の箇所を修正しました。 

①｢取り組み｣という表現で差し支えないと

判断し、表現を統一しました。 

 

 

②分かりやすくなるよう補足をしました。 

③ご指摘の表現については、諸説あるため 

 “ヶ月”ですべて統一します。 

④エコウイングあかしの項目は各グループ

のメンバーで原稿を作成しています。ご指

摘の表現にしますと、文章全体を見直す必

要があるため、素案のとおりとさせていた

だきます。 

読者アンケートの添付について 

 アンケートについてはＦＡＸ送信ができる

ように用紙が添付されているが、回収数が僅

少である現状では、保存性を重視して本誌と

一体にした方が良いのではないか 

 ご指摘の件ですが、冊子作成予算の問題

もあるため、今年度も FAX 用の用紙を挟み

込みとさせていただきました。ご了承くだ

さい。 

 

 



環境審議会委員からの意見及び事務局回答

No. 審議会委員の意見 意見者 事務局回答 案への反映

　ご指摘のとおり修正します。 ○

●P9～P10　エコウイングあかし（自然グループ）

丸谷

●P2　報告書をご覧いただくにあたって

編集方針・５行目
　「地球にやさしい社会」とあるが、「持続可能な
社会(地域)」の方がよいのではないか。

1

●P11～P12　自然環境保全への取り組み

環境体験学習のサポート・１行目
　エコウイングあかしの活動報告・「環境体験学習
のサポート」欄について、意見を述べさせていただ
きます。
　2009年度は、丸谷が代表を務めております「明石
のはらくらぶ（環境体験学習サポートセンター）」
が谷八木・高丘東小学校3年生の環境体験学習にお
いてコーディネート等を行いました。高丘東小学校
は、明石市農水産課から、谷八木小学校は、兵庫県
東播磨県民局環境課から依頼をうけ、「明石のはら
くらぶ」がコーディネートを行う中で、こちらから
お声をかけて、活動の一部をエコウイングあかしに
ご協力いただいたという経緯があります。
　当初の原稿では、その事実どおりの表記をしてい
ただいておりましたが、今回の案では「環境学習を
サポートする団体」という抽象的な表現に変わって
おります。私どもは環境体験学習のコーディネート
や指導をしておりますが、それだけの活動団体であ
りません。さらに、このレポートに掲載されている
環境学習の様子の3枚の写真は、「明石のはらくら
ぶ」の提供ですが、名前を出して頂くことも出来な
いとの事でした。
　それに引き換え、前頁には「人と自然の博物館」
黒田先生というように個人のお名前まで掲載されて
おります。県はよくて任意団体はだめなのか、その
線引きもわかりにくいです。　2008度は黒田先生と
同じように講師としてご指導いただいた「ひょうご
森の倶楽部」の福田会長は「ＮＰＯ」という表記に
なっていました。
レポート2007でも、環境学習のサポートのおいて主
たるサポート団体の名前を抜いて書かれており、そ
の後、継続実施されなかったこともあります。
　今後、明石市やエコウイングがめざす環境の中間
支援的な役割を担う上で、多くの団体と協働してい
くことが必要です。今後のためにも、ぜひ、よい対
応方法をご検討いただき、過去の規範にとらわれ
ず、事実が事実として正しく書けるレポートのルー
ルをご検討いただきますようお願い申し上げます。

丸谷

　環境レポートは市の環境の取り組みを報告す
るものですので、特定の団体名を記載すること
は出来ません。ただし、協働のネットワークを
拡大し、発展させることは非常に重要と考えて
いますので、ご指摘を受け、本市の環境の取り
組みに参画いただいた団体について、名称だけ
ではありますが記載するページを設けました。
今後は、今の活動を核にして、他の団体との
ネットワークも広げてまいりたいと考えており
ます。
　なお、アマモ群落の保全については、「明石
のはらくらぶ」がコーディネートしたもので、
エコウイングあかしは協力はしていますが、主
体となって実施したものではないため、本レ
ポートから削除しました。

－

　前述箇所と同様、特定の団体名は記載できま
せんので、一般論的な表現に修正しました。

－

　ご指摘のとおり修正します。 ○

2

4
アマモ（アマモ群落の保全）・７行目
　エコウイングあかし（自然グループ）と同様、
「環境活動団体」について修正してほしい。

丸谷

3

里山（樹林域の保全）・５行目
　「子どもの環境学習の場」を「子どもの自然体
験・環境学習のフィールド」にした方がよいのでは
ないか。兵庫県では「環境体験学習」としている。

丸谷

参考資料6



環境審議会委員からの意見及び事務局回答

No. 審議会委員の意見 意見者 事務局回答 案への反映

　本報告書は平成21年度報告書ということで、
昨年度の調査結果を掲載しています。
　ご指摘の平成20年度の実績値は、現在調査中
のため今回の報告書には掲載しておりませんの
で、ご了解ください。

5

アマモ（アマモ群落の保全）・１１行目
　「賑わいのある」とあるが、生物の賑わいとは何
か。「豊かな生態系をもつ」という表現の方がよい
のではないか。

丸谷 　ご指摘のとおり修正します。

6

明石市内の温室効果ガス排出量の推計・Ｐ１３
　平成19年度の数値を使い、平成2年度比で3.5％減
少と書かれているが、たまたまこの年は減少し、平
成24年度、32年度、62年度のいずれもが平成2年度
比で増加になっています。
　平成20年度の数値は使えないのでしょうか（平成
21年度があればなおよい）。その方が説得力があっ
てよいのではないか。

塩野 ×

●P23～30　事業評価表

7

事業評価表
　部局課は評価結果をどのように活かそうとしてい
るのか。
　部局課の連携で、同じ行動内容や同じ環境目標を
複数の部局課で共有して活動すれば、一層の効果が
予想され、風通しも良くなるのではないか。
　次年度から環境目標の身近での共有、評価をすれ
ば更に成果が上がることが期待できる。

松浦

　ご指摘のように、部局課で目標を共有するこ
とは課題になっています。庁内システム等を活
用した情報共有（横のつながり）を強化し、環
境目標の効果が上がるよう検討します。

○

－

●P13～15　地球温暖化対策実行計画



第４２回 明石市環境審議会 

 

日時 平成２２年１１月２日（火）午後２時５９分 

場所 サンピア明石３階 黎明の間        

 

○会 長 皆様、こんにちは。本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 定刻よりも１分ぐらい早いかもわかりませんが、明石市環境審議会を

開催させていただきます。本日は、お忙しい中ご出席いただきましてま

ことにありがとうございます。 

 では、委員の交代による委嘱状の交付がございます。 

 それでは、事務局、進行をお願いいたします。 

○事務局Ａ 本日は、お忙しい中ご出席いただきましてまことにありがとうござい

ます。 

 それでは、会長からもございましたが、委員の方が転任のため２名、

おかわりになっておられます。委嘱状の交付を行いたいと思います。 

 明石市の環境の保全及び創造に関する基本条例第５２条第５項の規定

によりまして、解嘱する委員、土井勉様、平岡俊一様。続きまして、委

嘱する委員が河野仁様、豊田陽介様でございます。委嘱状をお渡しいた

しますので、前のほうへお願いいたします。 

 

（委嘱状の交付） 

 

○会 長 それでは、事務局から資料の確認と、明石市環境審議会の成立につい

て確認をお願いいたします。 

○事務局Ａ まず、お手元の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、第４２回明石市環境審議会次第というものが１枚。資料１とい

たしまして、環境審議会の新しくなりました委員名簿でございます。資

料２といたしまして、（仮称）明石市地球温暖化対策実行計画（区域施策

編）骨子案としまして、ちょっと分厚いものが１冊ございます。その後

に参考資料１としまして、２００８年度温室効果ガスの排出量の速報値。

参考資料２、明石市第５次長期総合計画（素案）閲覧用（抜粋）。参考資

－1－ 



料３、地球温暖化対策推進施策について。参考資料４、計画の推進につ

いて（案）。資料３、明石市環境レポート２０１０（案）。参考資料５が

明石市環境レポート２０１０（素案）にかかるパブリックコメントと市

の考えについてということで、次、参考資料６、環境審議会委員からの

意見及び事務局回答。 

 以上でございます。ご確認いただきまして、不足している資料はござ

いませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、本日の環境審議会でございますが、１名おくれてこられる

ということですけれども、現在、審議会委員１８名中１１名のご出席を

いただいております。過半数のご出席ということでございますので、明

石市の環境の保全及び創造に関する基本条例施行規則第２３条第２項の

規定に基づき、本日の会議は有効に成立しております。 

 なお、明石市環境審議会運営要領第１０条により、事前に会長の承認

を得た上で兵庫県大気課、兵庫県自然環境課から委員の代理の方に出席

いただいております。 

 以上、ご報告申し上げます。 

○会 長 ありがとうございました。 

 それでは、次第に基づきまして、資料２につきまして事務局から説明

をお願いいたします。資料２、この分厚いものをごらんください。 

○事務局Ｂ 私のほうから資料２、（仮称）明石市地球温暖化対策実行計画（区域施

策編）骨子案について、ご説明させていただきます。失礼して座って説

明させていただきます。 

 表紙をめくっていただきまして、目次を記載しております。第１章の

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の基本的事項から第７章、計画

の推進、７章で構成されております。以下の資料－Ａにつきましては、

昨年度実施しました市民及び事業者へのアンケートの調査結果を記載し

ております。それから、資料－Ｂにつきましては庁内のアンケートの結

果を記載しております。資料－Ｃにつきましては、前回の審議会でご報

告させていただきましたバックキャストによる温室効果ガスの排出量削

減目標について記載しております。本日の説明の中では、この資料－Ａ、

Ｂ、Ｃにつきましては割愛させていただきます。 

－2－ 



 それでは、第１章から説明させていただきます。 

 第１章につきましては、地球温暖化問題の概要、それから計画の背景、

目的、計画の基本的事項についての記載ですので、特にこの場での説明

は省略させていただきます。 

 第２章の明石市の特性につきましては、２.１として自然的特性、９ペ

ージの地形及び地質。２.１.３河川、２.１ .４気候及び気象。１２ペー

ジに移りまして、２.１ .５森林、１３ページに移りまして、社会的特性

といたしまして人口・世帯数、２.２.２土地利用、２.２.３産業。ちょ

っと飛びまして、１７ページの２.２.４交通。少し飛びまして、２１ペ

ージの２.２ .５電気・ガス・上下水道・廃棄物等。２５ページに移りま

して、２.３その他地球温暖化対策関連事項といたしまして、２.３ .１太

陽光発電システムの普及状況、２.３.２ソーラーシステム及び太陽熱温

水器普及状況。２７ページに移りまして、２.３ .３天然ガスコージェネ

レーション・燃料電池等普及状況、２.３ .４バイオマスエネルギーの状

況について記載しております。 

 内容につきましては、説明は省かせていただきますけれど、後の施策

ですとか目標設定のところに関連する項目をずらっと並べたような記載

となっております。 

 ２９ページからの第３章、温室効果ガスの状況及び将来推計。この章

につきましては、前々回の審議会にてご報告させていただいた内容とな

っております。委員の方でおかわりになっている方がいらっしゃるので、

簡潔にここでは数値についてご説明させていただきます。 

 ３０ページの表３－３をごらんいただけますでしょうか。１９９０年

から２００７年までの現状、それから２０１２年の短期、２０２０年の

中期、２０５０年の長期につきまして、現状ベースで対策を行わないケ

ースでの温室効果ガスの排出量を算出しております。 

 二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素につきましては１９９０年度、代

替フロンにつきましては１９９５年度の数値を基準年の数値としており

ます。それが左端の基準年という網かけをした列の数値です。基準年の

温室効果ガスの排出量の合計が１９４万８００トンとなっております。

これを１００とした場合の指数が一番下の行に記載されております。そ
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れでいきますと、２００７年の排出量の現状が９６.５、約３.５％の削

減となっております。短期の２０１２年につきましては１０１.１、中期

につきましては１０４.４、長期につきましては１００.３という推計と

なっております。 

 次に、３６ページに飛びまして、第４章。これにつきましては、昨年

度実施した市民と事業者、そして行政の各部局へのアンケート調査結果

について記載しております。４.１市民の意識について、４.２事業者の

意識について、４.３行政の取り組みと課題について記載しております。

これにつきましても前々回の審議会でご報告させていただいております

ので、この場での説明は割愛させていただきます。 

 それでは、４１ページ、第５章をごらんいただけますでしょうか。 

 第５章の５.１排出削減目標の考え方、５.２温室効果ガスの排出削減

可能量、次に行きまして４３ページ、５.２ .２中期目標年次排出削減可

能量につきましては前回ご報告させていただいておりますので、この場

での説明は割愛させていただきますけれども、その後、数値を見直した

結果、若干変更がございます。 

 表５－４、中期目標年次の排出削減見込み量なんですけれども、これ

の民生部門の家庭系の上から３つ目、少し字が小さくて見にくいですが、

電気・ガスの高効率機器の導入促進の削減可能量が、前回報告させてい

ただいたのが１万７,７００トンでしたけれども、国のほうのロードマッ

プで普及の目標値が示されておりまして、それに基づいて算出をやり直

した結果、４万４,９００トンというふうになりました。それに明石市の

導入目標である７５％という数値を掛け合わせて削減見込み量を算出し

ております。前回の報告では１万３,３００トンだったものが、今回、計

算し直した結果、３万３,０００トンというふうになっております。 

 それから、廃棄物部門の一般廃棄物、廃棄物焼却量の抑制が前回報告

させていただいたときは２万４,０００トンでしたけれども、今回見直し

た結果、６,８００トンというふうになっております。これは、前回は国

の数値をもとに算出したんですけれども、明石市では過去にサンプル調

査をやっておりました。その結果を活用しますと、この６,８００トンと

いう数値になっております。 
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 ５ .３短期目標年次の排出削減見込みですけれども、これにつきまして

は今回初めてお出しした内容ですので、ご説明させていただきます。 

 短期の目標年次は２０１２年と設定しておりますけれども、２０１２

年までにどれだけの削減が見込めるのか計算しております。ただし、長

期的に見ないといけないものにつきましては、２０１２年ではまだ対策

が見込めないとして、その分の削減量はカウントしておりません。それ

が、こちらに記載しておりますバス事業の効率化、市内主要道路の渋滞

緩和、民生部門（業務系）における太陽光発電の普及促進、小型風力発

電・バイオマス発電等の導入、この４項目につきましては削減量ゼロと

しております。それ以外につきましては、進捗状況が１３年分の５年、

３８.５％を掛けております。 

 その計算でいきますと、次の４５ページの表５－８、短期目標年次の

温室効果ガス排出削減見込み、この表になるんですけれども、１９９０

年度比で１６％削減ということになります。そこで、４６ページの温室

効果ガスの排出削減目標を、短期目標年次の２０１２年では１６％削減

を目指します。中期につきましては前回ご確認いただいた２５％、長期

につきましても８０％というふうに記載しております。 

 この１６％というものの評価なんですけれども、お手元の参考資料１

をごらんいただけますでしょうか。こちらに２００８年度の温室効果ガ

ス排出量の速報値を記載しております。一部、まだ未確定な数値がござ

いますので確定の数値ではありませんけれども、速報値ということで計

算しております。 

 １枚めくっていただいて２ページ目、表の見方は先ほどの表と同じ見

方になりまして、基準年度の排出量を１００とした場合の指数を一番下

の行に記載しておりまして、２００８年度は８７.９となっております。

つまり、１９９０年度比で１２.１％削減されたということに２００８年

でなっております。かなり大きな削減というふうに見られるんですが、

大きいのはやはり最初のページに戻っていただきまして電力の排出係数。

２００７年度の電力の排出係数が０.３６６であったものが、２００８年

度では０.２９９と大きく減少している、これが大きな原因だというふう

に考えられます。 
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 それでは、資料２のほうに戻っていただきまして、こういうことを踏

まえた上で明石市としては短期目標年次、２０１２年、１６％削減とい

う目標を設定していきたいというふうに考えております。 

 続きまして、次に１枚めくっていただいて４７ページ、第６章の地球

温暖化対策推進施策についてです。６.１明石市の将来像につきましては、

現在、第５次長期総合計画を明石市では策定中です。お手元の参考資料

２をごらんいただけますでしょうか。 

 明石市第５次長期総合計画（素案）閲覧用（抜粋）となっておりまし

て、現在、長期総合計画のパブリックコメントを募集しておりまして、

その中の環境に関する記載事項のみ抜粋させていただいて、お示しして

おります。 

 １枚めくっていただきまして、目次の次の２３ページとなっていると

ころ、戦略計画の概要としまして、戦略の展開の３番目に「明石らしい

生活文化を育てる」「明石を知り、感じることができる環境をつくり、み

んなの魅力的な暮らしにつなげる」という形で、長期総合計画の中に盛

り込まれることが考えられます。 

 次に、１枚めくっていただきまして、今回の長期総合計画の中では人

を育てるということに焦点を合わせています。その中で、２５ページの

戦略の柱の中で、「明石らしい生活文化を育てる」の展開の方向が３つあ

りまして、その上のところに記載している「自然の恵みを将来にわたり

享受できる環境をつくる」というような位置づけが長期総合計画はされ

ようとしております。 

 次、めくっていただきまして、３０ページをごらんいただけますでし

ょうか。 

 この戦略の展開の「明石らしい生活文化を育てる」の内容がこちらに

記載されております。展開の方向の３つあるうちの一番上です。自然の

恵みを将来にわたり享受できる環境をつくる。ここで、主な施策として、

一番上に記載されております、温室効果ガスの排出を抑制する。それか

ら、４つ目、これは今、自然部会のほうで議論いただいているんですけ

れど、生物の多様性を守り、はぐくむということが記載されておりまし

て、長期総合計画の中ではこのような形での位置づけがされようとして
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おります。これらを踏まえまして、資料２のほうに戻っていただきまし

て、６.１の記載をしていこうというふうに考えております。 

 次に、６.２の地球温暖化対策推進施策につきましては、ちょっと資料

があちこち飛んで恐縮なんですが、参考資料３をごらんいただけますで

しょうか。 

 施策の抽出をする上でのフローをこちらに記入させていただきました。

「削減対策を最大限講じた場合の温室効果ガス削減量」というところか

ら矢印をずっとたどっていっていただきまして「市全域における排出削

減目標の決定」。これにつきましては、前回の審議会でもご報告させても

らったと思うんですけれど、これの赤で囲んだところ、削減対策を分類

ということで、国の施策にゆだねるものと市が実施するもの、２種類あ

りました。これに、さらに庁内のほかの部署が実施している地球温暖化

対策の関連施策を洗い出しまして、それに追加しまして一番下の二重の

四角で囲んでおるような５つの分類をいたしました。 

 １番として市の率先行動、２番目として市民・事業者の取り組み及び

活動支援、３番目として都市・交通システム、４番目として循環型社会

の構築、５番目としてその他の取り組みという５種類に分類しました。

資料２のほうに戻っていただきまして、それが６.２以降に一覧に記載し

ております施策の内容となっております。 

 表６－１、市の率先行動に関する施策として、１番目に道路照明のＬ

ＥＤ化、これが施策の内容となっております。その横に道路管理課と記

載しているのが、実施する担当課というふうになっております。その下

に実際の内容を記載しております。ロードマップの中期・長期・短期で

すけれども、まだ具体的な記載はしておりませんので、今のところ施策

の開始時期というふうにとらえていただいたら結構かと思います。 

 １番の道路照明のＬＥＤ化については、短期から実行しますと。○の

入っているところがその該当する施策の開始時期ですので、短期・中期・

長期と実施していくという内容となっております。以下、市の率先行動

として、８つの施策を掲げております。 

 次に、６.２ .２市民・事業者の取り組み及び活動支援といたしまして、

表６－２、太陽光発電の設置補助から８つの施策を掲げております。そ
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れから、４９ページに行きまして、啓発施策といたしまして２点、その

他の施策として２点、挙げております。 

 それから、２番目の事業者の取り組み及び活動支援といたしまして、

表６－３に掲げております１番の産業部門における高効率機器の導入か

ら、１０個の施策を挙げております。５１ページにまいりまして、啓発

施策としてエコドライブの推進を掲げております。 

 次に、都市・交通システムにつきまして、表６－４、１番の明石市総

合交通計画の推進から、次のページ、これは１０が２つ続いているんで

すけれども、最後は１１の間違いです。１１の取り組みを挙げておりま

す。それから、６.２ .４循環型社会の形成といたしまして、表６－５に

廃棄物焼却量の抑制から始まりまして、９つの施策を挙げております。

最後に、その他の取り組みとしまして、５つの施策を挙げております。 

 ５５ページの第７章の計画の推進につきましては、現在調整中ではご

ざいますが、参考資料４をごらんいただけますでしょうか。 

 現在、明石市では明石市環境マネジメントシステムを導入しておりま

して、市の事務事業に関する環境保全の取り組みを推進・管理する手法

として活用しております。この手法を用いまして、地球温暖化対策実行

計画につきましても計画の進行管理をしていきたい、基本的にはそのよ

うに考えております。環境審議会にもその進捗状況を報告いたしまして、

意見を求め、その意見を反映して施策の充実を図っていきたい、そのよ

うに考えております。内容については、環境レポートですとかホームペ

ージ等で市民の皆さんに公表していこうと、そのように考えております。 

 以下、資料－Ａ、Ｂ、Ｃとございますが、こちらについては説明を割

愛させていただきます。 

 以上です。 

○会 長 ありがとうございました。 

 では、今ご説明いただきましたが、３章につきましては前々回で大体

やってきたところだということです。第５章、６章あたりが一番焦点に

なるところではないかと思うのですけれども、ただいまご説明いただき

ましたように、４３ページの表５－４で、中期目標年次の排出削減見込

み量というところが少し数値が変わっているわけなんです。そして高効
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率機器の導入促進という効果が非常に大きいということが見込まれてい

るわけなのですが、前回は電気関係のそういう省エネルギー機器への更

新による効果のお話をいただきましたが、ガス関係のご説明をざっとし

ていただきたいと思います。 

 委員Ｅさん、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委 員 Ｅ よろしくお願いします。前回は欠席しておりましたので、大変申しわ

けございません。 

 ガスのほうなんですけれども、エネルギーの企業としまして、総論の

ほうは前回、委員Ａさんが発言されております、議事録のほうにも載っ

ておりますけども、総論は全くそのとおりでございます。大阪ガスとし

て高効率機器ということで、参考としては資料１０８ページに載ってお

るんですけども、目標とかではなくて、ガス関係で高効率機器の導入と

いうことでラインナップ、エコジョーズ、エコウィル、エネファームと

いう名前を出させていただいて、こういう機器があるわけですけども、

高効率をずっと導入していくというところですけども、今使っておられ

る機器とかをどんどんかえていくというパターンもあろうかと思うんで

すけども、今使われている機器が十分機能を果たしているのにどんどん

かえていくというのは反対にもったいない話ということがありますので、

前回、委員Ａさんの発言のように、何かの機会の折、改築なり新築なり、

そういうときにどんどん導入するのが一番普通、自然かなというふうに

考えております。 

 あと、天然ガスを使ってやっているわけですけども、大体１３％から、

機器によって年間４１％の削減効果があるというふうに当社の比で出て

いるわけですけども、先ほど申し上げましたように、それを全部かえる

といえば出るんですけども、現実的にそれは無理かなというふうに思っ

ておりますので、そういう機に設備を更新なりして、対策をしていくべ

きではないかなと。 

 あと、新しい器具よりも今使っておられるのが十分機能するのであれ

ば、これは一般市民の皆さん方の行動という形になるんですけども、エ

コアクションと当社では申しておるんですけども、例えば高効率の器具

をつけてもシャワーを出しっ放しにするとか、ふろをわかし過ぎるとか、
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そういうのをすれば長時間使うわけですので効果がないということにな

りますので、今使われている器具なり、新しくなってもエコアクション

ということで、省エネの行動をとっていただくというのも１つの大きな

ＣＯ ２ の削減効果になるのではないかなというふうに考えております。 

 というところで、総論につきましては前回の委員Ａさんの発言どおり

かというふうに思います。 

○会 長 ありがとうございました。 

 取りかえるときにできるだけ省エネタイプのものに取りかえていただ

くと、年間１３％か１１％ぐらい削減効果があるということと、器具を

取りかえるだけではなく、行動がやっぱり省エネ型にならないと効果が

ありませんよということ、ありがとうございました。 

 それから、２章のところでいいますと、ガス関係の２７ページなど、

天然ガス、コージェネレーション、燃料電池普及状況だけ書いてあって、

これは電気関係がありませんね。これは資料としては公平にしないとい

けませんので、電気関係の高効率なものの普及状況など、２章に載せて

いただいたほうが対等だと思いますので、ぜひお願いしたいと思います。 

 それから、前回、委員Ｃさんから、こういうエネルギーを使う機器の

場合、使用時の省エネ効果だけ言われているけれども、製造時と廃棄時

のところは入っていますかというご質問があって、入ってないわけなの

ですが、そのことに関しまして何かデータがあって、お答えできる委員

の方がいらっしゃったら、例えばガスさんのほうで何か計算されていま

すでしょうか。 

○委 員 Ｅ ガスではないんですけども、ちょっと古い資料になるんですけども、

地球環境時代における建築設備の課題ということでシンポジウムが平成

７年に行われていまして、そのときの非常に古い資料なんですけども、

探しておりましたら出てきまして、これはガスだけのことになるんです

けども、建設のときの全体のＣＯ ２ 、ガスだきの冷温水機発生装置を使

ったときなんですけども、建設するとき、製造のときのＣＯ ２ の発生量

は全体的のＣＯ ２ の発生量より非常に少ないという結果が出ていると。

それよりもやっぱり実行しているときですね。使っている、使用中のほ

うが非常に多いというのが手元データ、そのときのデータで文献に出て
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いるというところです。 

○会 長 一応、委員Ｃさんがご質問されていたので再度確認致しましたが、あ

のときに大体エネルギー製品の場合、八、九割が使用時というのが一般

的なデータになっていますね。ですから、製造時と廃棄時は入ってない

んですが、省エネ機器を導入することによって二酸化炭素の排出量削減

効果も非常に大きいと言えるということが、これは前回の復習なんです

が。 

 何かほかに、ただいまのご説明でご質問、ご意見がございましたらよ

ろしくお願いいたします。 

○委 員 Ｂ きょうが初めてなもので、前回の議論で済んでいるところがありまし

たらご容赦ください。 

 例えば４３ページの表５－４、細かいことですけども、民生部門が家

庭系と業務系に分かれていて、それぞれのトータルが書いてないですけ

ども、実践する側からすれば、家庭だったら全体に占める割合がこれだ

けというのは明らかになっていないと、自分たちの相対的な位置づけが

わからないですね。ですので、ここはきちんと分けておくことが大事だ

ろうと思います。 

 それから、同じことは表５－６の民生部門にも言えます。民生部門で

は、いわゆる機器、電気とかガスの高効率機器の導入が大きな割合を占

めているのですが、普通の家庭で自分がやる立場なら、どういう器具が

こういう買いかえでどれだけＣＯ ２ が減るのかとか、あるいはどういう

器具が平均的な家庭でＣＯ ２ の排出量に対してどれだけのウエートを占

めているか。例えば、エアコンとか、あるいは冷蔵庫ですか、そういう

ものがどれだけのウエートを占めていて、高効率にすると幾ら減るのか

という数字が必要です。それから価格も大事だと思います。要するに、

どれだけのお金を投入すると、どれだけの効果が上がるのかというとこ

ろですね。 

 我が家でも幾らか実行したのですが、２５０万円払い太陽光発電を入

れてそのうち、５０万、エネ庁の補助金をもらいました。それで家庭の

電気使用量の８４％を賄うことができるのですが、そうすると２００万

円投入すると電気についてはほとんど太陽光で賄うことができるという
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ことで、価格と効果が量的にきちんと把握できるわけで、そんなことが

大事ですね。 

 それと、あと、古い木造の家に、窓にペアガラスと天井と床に断熱を

入れて、それも６０万ぐらい投入し、エアコンの暖房費が４割減になり

ました。 

 ここに断熱が示されていないですが、断熱というのは多分、環境省の

メニューに入っていると思いますが、効果としては大きい。ですので、

家庭でやる場合はお金と効果、それぞれリストみたいなものを挙げて、

これだけお金を投入すると、こういう効果があるんだというところを明

確に打ち出すということが大事。 

○会 長 ありがとうございます。 

 まず、４３ページの表５－４なんですが、民生部門の家庭系と業務系、

それぞれ総計を入れて、家庭系と業務系の占める割合などをわかるよう

にすること、これはすぐできますね。これは、この表を改善することに

よってできると。それから、そもそも高効率機器にはどういう種類があ

って、それぞれの導入によって、従来のものとかえることによってどれ

ぐらい割合が変わって削減できるかということをもう少し情報提供する

べきだということ。もう１つは費用対効果のことがわかるようにという

ことと、これは全体としてペアガラスとか断熱材のことがあまり書かれ

てないので、そういうことも具体的に入れてはどうかというご意見です。 

 やはり家庭の場合、費用対効果が一番気になるところですので、そう

いうものをちゃんと表現していかないと、なかなかこういうふうな目標

の一番最終的なことを書いても得心できないんじゃないかというご意見

だと思うんですが、そういう具体的な対策は今後どういうところで入れ

ることができるでしょうか。例えば、この中にはあまり具体的なことを

書いたらすごく厚くなってしまいますので。 

○事務局Ａ おっしゃったような形、費用対効果というのは非常に重要だと思いま

す。だから、基本的には、それぞれ今トップランナーと言われているよ

うな機器が非常に多岐にわたりますので、施策としてそういう形を体系

的に周知していくような方法というのを何か入れさせていただくという

のが一番妥当かなと考えているんですけども、この中に全部を入れると
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いうのは非常に効果的ではあろうかと思うんですけども、何分にも種類

も多いものですし、施策としてそれぞれきっちりとそういうふうなもの

をつくっていくというのを明言させていただくという方向でいかがなも

のでしょうか。 

○会 長 そうですね。これは一応実行計画なんですけど、もう少し実地レベル

のことを具体的に書いたほうがいいんじゃないかということなんですけ

れど、県のほうでも、ガスさんのほうでも電気さんのほうでも、よく円

グラフをつくって暖房が一番大きいですとか示されていますよね。冷房

は意外と小さくて、照明だとかが来るとか、そういうふうな順序を円グ

ラフでよく示していらっしゃるので、家庭で使うエネルギー消費製品の

中で何が一番大きな割合を占めているかとか、改善のもう少し具体的に

インパクトを与えるような資料を、例えばパンフレットみたいなもので

出して、市民の皆さんに対して啓蒙していくべきではないかということ

ですね。具体的な意見をどうもありがとうございました。 

○副 会 長 それは実施の計画として、でも、どこかに書いておかないといけませ

んね。 

○会 長 項目だけでも。 

○副 会 長 そうです。市としては、家庭に対してどういうふうにアプローチして

いったらいいのか、コストベネフィットの話が出ましたので、どういう

選択肢があって、どれが一番きくのか、あるいはどれが一番安く実施で

きるのか、そういうガイドラインを今後明石市は市民に向けて何か出し

ていくということについて。 

○会 長 項目というか、頭出しですね。それぐらいはここに書いたほうがいい

のではないかと。 

○委 員 Ｂ それに関連してですけども、表５－４で見ると、家庭の中で器具を変

えるというのが全体の中で大きな割合を占めているわけですけども、そ

うすると、この表を見ただけでは一体どういう器具を交換したらこうな

るのかという、根拠がよく見えないわけです。 

 確かにおっしゃるように、施策レベルのところに細かな話を入れてい

くというのは、必要だと思いますが、大きなウエートで挙がっているも

のが具体的な形でわからないと、ブラックボックスになっていて、何か
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のモデルで計算するとこうなったというだけで出てきているので、計画

書の中にはシンプルな形でいいと思いますが、具体的にイメージがわく

ようにされたほうが良い。 

○会 長 この中で凝縮したような項目で挙げておいて、ガイドラインそのもの

はちょっと別の冊子になるとかという形が市民にとっても一番見やすい

でしょうね。それと、本当に高効率の空調、エアコン関係と断熱材とペ

アガラスみたいな組み合わせのところは、個別の情報だとわからないの

で、それをセットで更新するとどういう効果があるのかというところな

どは、やっぱり市で示されたほうがわかりやすいですね。ありがとうご

ざいました。そういうことを考えさせていただきます。 

 ほかに何か。委員Ｃさん。 

○委 員 Ｃ いろんな棒グラフが出ているのですが、この棒グラフの凡例、レジェ

ンドの書き方がものすごく小さくて読めません。例えば１８ページの図

２－１５、兵庫県の低公害車導入状況の棒グラフがあります。これを見

てみると、ハイブリッド、天然ガス、メタノール、電気とありますが、

見えるのは２つしかありません。こういう場合、何か下に線がちょっと

見えているから、ここに入っているのかなと思うのですが、もうちょっ

とこれをはっきり見えるように、ハイブリッド、天然ガス、メタノール、

電気という形のもうちょっと大きな凡例、リジェンドをはめてもらった

ら良いと思います。ほかのものは何とか判じながら読むことができるん

ですけども、そういうのでないと、せっかくこういう表を載せても意味

がありません。 

○会 長 どうしても白黒なのでなかなか見にくいので、これがカラーだともう

ちょっと見やすいと思うのですが、４つの分類があるにもかかわらずほ

んとうに２種類しか見えませんので、できればもうちょっとこれがわか

るように工夫はしていただけますか。 

○事務局Ａ 今ご意見をいただきまして、もしよろしければ、これ全体につきまし

て資料編のほうに一応落としまして、全体の数字も当然必要になってこ

ようかと思いますので、あと年度をある程度飛ばして、ここでは表示さ

せていただくような方法でちょっと工夫してみようかと考えています。 

○会 長 とにかくもう少し見やすくですね。よろしくお願いします。 
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○副 会 長 今の図に関して言えば、電気自動車とかメタノール、これはほんとう

に数がまだ限られていますから、この表の中に入れてしまうというのは

ちょっと無理があるようなので、例えば表と併記するとか、そうしない

と今の段階ではかなり数字が。 

○会 長 メタノール、電気が出てきてないですものね。ちょっと難しいことは

あるかもわからないですね。ですから、小さな数字の場合は表で補てん

するとか、そういうふうなやり方を工夫していただければと思います。 

 ほかに何か。委員Ｇさん。 

○委 員 Ｇ 今回から初めて参加をさせていただいています。 

 こちらの計画書のほうを見せていただきまして、これまでの議論の中

でもしかしたら説明があったのかなというふうに思うんですけれども、

ざっと読んだ限りでは現状分析ということについて、今の排出量がどう

いった特性を持って、どこからどれだけ出てきているのかということが、

表やグラフという形ではあるんですが、明石市の特徴としてこういう状

況なんだと。それから、ここの部分が増えている理由は、こういう理由

によるものなんだというような起因、どこに原因があったのかというよ

うな分析の記述がちょっと私のほうでは探すことができなかったかと思

うんですけれども、そういった現状分析の部分を書いておかれないと、

ただこの計画書を読まれただけの方では、今どうなっているのかという

ことがなかなかわからないのではないかなというふうに、１点、まず思

いました。 

 ですから、できればそういったところ、明石市の特徴というのはこう

いうところにある、ここが多いんだとか、全国と比べれば平均的な部分

があるかもしれませんが、そういったことを１つ、記述をしていただき

たい。また、それが原単位の影響で減ってきているのか、何かしらの対

策によって減ってきているのかとか、また不況の部分によって減ってき

ているのかとか、そういった分析が１つは必要なのではないかというふ

うに思っております。 

 それから、その上でバックキャスティングというお話ですから、もち

ろん有効な対策というのが各部門ごとに存在するのではないか、そうい

った現状を見ていけば、こういう対策をやればこれだけきくはずなんだ
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ということがおそらく出てくるんだと思います。おそらく今はＡＩＭモ

デルを使っておられますので、どうしても全国的な特徴というのがそち

らのほうでは出されてきてしまうところがあるのではないかと思います

ので、なかなか見えてこない部分があると思うんですけども、少しそう

いったところから見て、こういう対策を特にやっていくことが必要なん

だというような部分が見えてくると、よりわかりやすいのかなというふ

うに思いました。 

 実際にこの計画書の中でどこまで盛り込まれるのかというところで１

つお聞きをしたいのが、今回、ロードマップをつくっていくというとこ

ろまでやられるのかどうかというところだと思うんです。中長期目標を

書かれていて、必要な対策というのを挙げられておられるんですけれど

も、その対策をやっていくためにはこういった施策が必要である、何年

時点までにこれだけの施策を積み上げればこの部分が達成できるという

形で、本来ならば施策体系図のようなものがかなり細かく存在をして、

現状との乖離でいえば、まずこれをやらなければその目標が達成できな

いというような位置づけになっていって、最終的にはバックキャスティ

ングという形になっていくのかなというふうに思っています。 

 そこの部分では、総合計画の中で、今拝見した限りでは人づくりとい

うような項目なんかがまず最初に挙がってきておられましたけれども、

例えば細かい話ですが、省エネ施策などという形で今は丸めて書かれて

おられますが、その省エネ施策を実際、だれが推進していくのか。例え

ば、その施策の１つとして、家庭での省エネを推進していこうと思えば、

地域で省エネ相談であるとか省エネ診断事業のようなものを展開してい

く。ならば、そのためにこれだけの人づくりが必要である。そういった

人づくりをいつまでに、どれだけやるのか。 

 本来ならばそういう細かい積み上げというのが存在するんですが、な

かなかすべてをこの中でやるということにはならないと思いますので、

この実行計画の中でどこまでを記載されるのかなというところを１つ、

お聞きをしておいて、その上でまた細かいロードマップのようなものが

つくられていくことになるのか、今アクションプランと書かれておられ

ますので、それらが一つ一つ、そういったものになっていくのかなとい
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うふうに私としては拝見をしていたわけなんですが、そのあたりのこと

をお教えいただけましたら。 

○会 長 ありがとうございます。 

 まず、明石市の現在の排出量の特性などにつきましては、前々回にや

った第３章のあたりのところで、かなりご説明はあったんです。ただ、

ここのところではあまり記述されていませんので、特に廃棄物部門で明

石市の場合、非常に大きな指数、ほとんど倍になっているというふうな

ご説明とかあったんですけれども、ほんとうにここの記述で見る限り、

全国と比べて明石市がどういう現状にあるのかということがあまり書か

れてないので、そういうことを書いてはどうかという１つのご提案です

ね。 

 それから、これからやっていく重点対策をもう少し強調したほうがい

いということが１点と、一応ロードマップと書いて、短期・中期・長期

というふうに分けて○がついているんですけれども、現状との乖離をよ

く注目して、全国との乖離の幅から考えて、どういうことが必要なのか

ということをもう少し具体的に明確にしたほうがいいということです。

もう１つは人づくりですね。 

 要するに、省エネ施策などをだれがリードしていくのかという担い手

づくりですね。そういうことをいつまでにどういうふうにやるのかとい

うことをもう少しきちんと精査すべきではないかというご意見だと思う

んですが、明石市さんのほうで何かお考えはありますか。 

○事務局Ｂ 明石市の現状分析というところにつきましては、３５ページに全国値

との比較というものを挙げております。これは単なる比較だけで、産業

部門が全国と比べたら少ないですよとか、民生が少し多いです、その程

度のことですので、もう少しこの中身を詳しくしたようなものを盛り込

んでいけばいいのかなというふうに感じました。 

 あと、ロードマップにつきましては、今示しているアクションプラン

というのが非常に内容的に具体性のないものも当然含まれておりますの

で、中身をもう少し具体的にする作業は必要だと思っております。ここ

でロードマップと記載しておるんですけど、これも大まかな開始時期と

とらえていただきまして、実際、もっと詳細なことにつきましては今後

－17－ 



検討していく必要があるのかなというふうに感じております。 

○会 長 では、重点施策というか、取り急ぎここからやっていかないといけな

いというようなことをぜひもう少し詳しく、書いて実行しないといけな

いですけれども、お願いしたいと思います。 

 担い手づくりに関してはいかがでしょうか。何かそういう計画はお持

ちでしょうか。 

○事務局Ｂ ４９ページなんですけども、啓発施策としまして、１番の家庭の省エ

ネ活動の推進ですとか、その他の施策の２番目にエネルギーの見える化

の推進ということを記載させていただいています。これもちょっと表現

が抽象的でわかりにくいのですけれども、イメージ的には兵庫県さんが

されている「うちエコ診断」のようなものを、兵庫県さんの制度を活用

していく、あるいは市で独自でそういうのができるかどうか、それは今

後検討していかないといけないとは思うんですが、そういったものをイ

メージしております。 

○会 長 ありがとうございます。 

 ひょうご環境創造協会さんとか、県のほうではここに相談したらいい

とか、そういうことが実際にやっていらっしゃると思うんですが、兵庫

県さんのほうからは何かこういうことをやっているというようなお話は

していただけるんでしょうか。 

○委員Ｄ代理 家庭向けの省エネという形で、お話が出たように、「うちエコ診断」と

いうのを一昨年度からモデル的に実施をさせていただいています。今年

度から団体向け、あるいは市町さんのほうにもＰＲをさせていただいて、

全県的に取り組んでいこうと。「うちエコ診断」と申しますのが、先ほど

家庭でどこからどれだけ出ているかというのが、実際は冷暖房といいつ

つ暖房のほうが大きいとか、意外に自動車の使用によって排出量が出て

いるとかいったことなど、なかなか気づかない部分というのがあります

ので、そういった家庭からの排出量を見える化して、自分がどこからど

れだけ出しているのか、それを知っていただいた上で個別に削減メニュ

ーを提案しようというようなことで、対面で診断を行っています。 

 そういった取り組みを全県的に展開しようとしていますので、そうい

ったものを活用いただければと思っております。今、窓口としては、神

－18－ 



戸駅のほうにありますエコプラザのほうで窓口の診断を行っております

し、順次市町さん、あるいは団体さん、企業さんのご協力をいただいて、

集団検診的なものも行っていこうと。あるいは、地域での検診、診断み

たいなことも行っていこうと思っております。その都度ＰＲをさせてい

ただきますので、そういったものをご活用いただければと思います。 

○会 長 明石市さんのほうとしては、県でこういうことをやっていらっしゃる

ということの情報提供とか、そういうことをもう少し、実施段階のガイ

ドラインとかをつくられるときに、そういうものを紹介するという方法

があるということですね。 

○委 員 Ａ 先ほどの委員のお話の中で、兵庫県の「うちエコ診断」とか、一般の

市民の方がそういう見える化といいますか、どれだけ排出して、どれだ

け消費しているかといったことを自分で見ると、意識を上げていくとい

うのが全体のＣＯ ２ を削減するということに対しては非常に効果的に出

てくるのかなと。 

 エネルギー事業者ということで、電力のほうでしたら当社のホームペ

ージ等々で環境家計簿というような呼び名でしていますけども、電気と

かガスとか水道の使用量をそれぞれ入力して、毎月これだけ使っていま

すよと。電気の使用量の照会サービスなんかもいろいろ仕組みの中で、

インターネットでホームページに入っていただければ見れると。こうい

ったサービスもお届けしておりますので、そういったところを行政さん

と、それから事業者さん、電力とかガスさんのほうもこういった仕組み

があると思うんですけれども、そういったところでＣＯ ２ をどれだけ使

って、どれだけ消費しているかということを認識していただいて、さら

に意識を高めて削減するといったところもいいんじゃないかなと思いま

す。 

○会 長 ありがとうございます。 

 関電さんのホームページでそういうことはできる、環境家計簿に入力

してやっていけば診断できるというシステムがあるわけですね。ですか

ら、兵庫県さんとか関電さんでやっていらっしゃる、当然ガスさんもそ

ういうのがおありだと思うんですが、そういうのを利用できますよとい

うことを情報提供いただくことが大事だということですね。だから、明
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石市さん独自じゃなくても結構そういうものがあるので、ご活用いただ

ければと思います。 

 委員Ｃさん。 

○委 員 Ｃ 明石市では「エコウイングあかし」の中にそういうふうなプロジェク

トを持っています。１つは、家庭のエネルギーの削減ということで、こ

れは政府が進めているチャレンジ２５の中に入ってやろうということで、

これから着手して、人の数を増やしていくことにしています。その中に

は、環境家計簿的なことを報告していきますから、そういうことでデー

タは増えると考えています。それから、エコドライブがありますが、こ

れについてはいろんなところで人を集めて教育をしていっています。そ

の人たちにはエコドライブのステッカーをつけてもらうというふうなこ

とをやっています。 

○会 長 ありがとうございます。 

 「エコウイングあかし」さんですね。そちらでもそういうふうなエコ

ドライブについて考えられるようなシステムとか、チャレンジ２５でこ

れから着手しようとされているわけですね。ですから、利用できるもの

は結構あるということです。そういうものをご活用いただきたいわけな

んですけれども、こういうところに来られる方は皆さんよくご存じだと

思うんですけれども、一般の市民の方でご存じない方もいらっしゃると

思いますので、そういうことに対する情報提供をお願いしたいと思いま

す。 

 ほかに何か。委員Ｆさん。 

○委 員 Ｆ 先ほど委員の方からブラックボックスという話がありましたが、今の

報告書を見ると再現性がやや欠けるといいますか、仮に自分で将来推計

をやろうと思ったときに多分できないと思うんです。７ページに国のマ

ニュアルに基づいて本市の自然的・社会的条件等から推計したとあって、

その後、２９ページに推計があるんですけども、多分、資料編などで細

かい推計の結果、それぞれの部門などの推計のものを出されるかと思う

んですが、一応この本編のほうにも何に基づいてとか、そういった形で

しっかり示されないと、まさに計画自体の見える化ができないのではな

いかと思うので、ちょっとその辺、表現の問題なのかもしれませんが、
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お願いしたいと思います。 

 以上です。 

○会 長 何に基づいてというのは、例えばどういうものでしょうか。 

○委 員 Ｆ 例えば、ほんとうに国のマニュアルを見て計算できれば、その国のマ

ニュアルに基づいてということでいいと思うんですけども、ここだと順

次、何とかの条件等から推計したということは、最後に出てくる数字が

どうやって出されたのかどうか。あるいは、自分でそれをやってみて、

ほんとうかどうかというのはわからない可能性があるわけですよね。多

分、これは将来、もしかしたら非常に重要な数字で、当時はこれぐらい

だと思っていたという、かなり重要な数字になってくる可能性があるの

で、ここはしっかり検証可能な形で本編にも示して、もちろん細かいも

のは資料編なり、あるいはほかのもので参照できるのであれば、それを

見てくださいということで全然構わないと思うんですが、そこはぜひお

願いしたいと思います。 

○会 長 要するに、目標値とか２５％とか、そういうわりときちっとした具体

的数値があるんですけれども、その前が根拠などがよくわからないとこ

ろもあるので、検証可能なような、どこから持ってきてどういうふうに

なっているのかということを、ちゃんと根拠を示しておいてほしいとい

うことですね。わかりました。 

 ほかに何か。委員Ｂさん。 

○委 員 Ｂ 自動車のほうですけども、全国ベースではＣＯ ２ が２割ぐらい自動車

から出ている。明石市も、同じようなレベルじゃないかと思います。 

 私は大気汚染のほうが専門ですので、ＮＯ Ｘ に関しても自動車からの

排ガスの割合が多いので、とにかく自動車交通を減らして公共交通を増

やしていくというのが日本全体的に重要だというふうに考えています。

そういう目でこの計画書を見ると、結局、いろんなやり方があると思い

ますが、市の権限の中でやれることは何かということを、考える必要が

ある。ミニバスとか、あるいは地域の循環バスとかをよく自治体でやっ

ていると思いますけども、そういうのは大事だと思います。 

 そういうことですので、特にヨーロッパの都市なんかでは市電とか、

あるいはＲＴでしたかね。 
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○会 長 ＬＲＴ。 

○委 員 Ｂ ＬＲＴとか地下鉄とか、そういうのを全部導入して、都市の中にでき

るだけ自動車を入れない施策がとられていて、価格の面でも全部の公共

交通機関を乗り継いで、例えばベルリンなんかは片道１８０円で大阪府

の面積の３分の２ぐらいのエリアを行けるとか、あるいは１日券だった

ら４００円で移動できます。 

 ベルリンだけに限らず、ヨーロッパの幾つかの都市でそういうのがや

られています。一度にそこまで難しいのかもわかりませんけども、とに

かく公共交通機関を充実させて、それでマイカーを公共交通機関のほう

へ移動させていくという基本的な戦略が必要だと思います。 

 そういう視点でこの文章を見ると、あまりそういうふうにも書いてな

い。バス事業の効率化、これは民営化という意味でしょうかね。そうす

ると、おそらく逆に悪化する方向に行く。要するに、民間にいきますと

経済ベースで運行しますので、お客の少ないところはどんどん切ってい

く方向にいかざるを得ない。基本施策としてきちんと公共交通を充実さ

せていくことをここに明記すべきだろうというふうに思います。 

 それと、もう１つは、需要に基づき、都市計画とリンクさせて行うこ

とが必要。そのベースとなるのは、よく言われているのはパーソントリ

ップ調査であるとか自動車ＯＤ調査とかあって、ゾーン間の人とか交通

の移動が実際この明石市でどうなっているのかということを乗り物別に

出して見えるような形にして、それに基づいてそういう交通の計画をつ

くるとか、特にゾーンバスなんか走らせる場合はＯＤとかパーソントリ

ップのベースに基づいてやらないと見当外れになる可能性もありますの

で、そういうところが具体的には大事。 

○会 長 ありがとうございます。 

 実は前回もこの交通のことで意見が出たんですけども、市バスを廃止

される予定で、神姫バスと重複しているところは市バスは廃止するとい

うことで、かえってマイカーが増えるのではないかというご意見も出ま

した。コミュニティバスなどのことも検討されているという、もう実績

であるわけですよね。 

○事務局Ａ 実は、５１ページのところには若干触れさせていただいているんです
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けど、総合交通計画の推進とか、インパクトの少ない題名になっており

まして、もう少し文章のほうを検討させていただいて、委員がおっしゃ

ったような形を強調するような形で。あと、パーソントリップ調査とか

につきましては、一度関係部局のほうと調整して、現実的なこととして

文章の中に入れることについては検討していきたいと思います。 

○会 長 藤原副会長からも前回、コンパクトシティというもっと大きな都市計

画の中でこういう交通計画も考えるべきだというご意見があって、そう

いうふうな市全体としての大きな計画の中で公共交通をどういうふうに

整備していくのかということを考える必要があるということで、これは

自動車が一番気になるところですものね。 

 神戸市がエコファミリー制度ですか、わりと公共交通への誘導をうま

くやっていますね。そういうふうな制度とかも他市でうまくいっている

ことを取り入れて、コミュニティバスなどの整備とあわせて、できるだ

け公共交通にシフトさせるというふうなことをもう少し強い決意でちゃ

んと具体的に書いてはどうかと思います。 

○委 員 Ｂ 例えば、主要道路の渋滞緩和に関してですが、姫路市では駅前の区間

とか、その近くの特定の区間だけバス優先レーンを取りいれています。

あれは割合短い区間でも、効果があると交通のほうで言われております

ので、例えばそういうものをやると良いと思います。何か主要道路の渋

滞緩和というだけではあまりにも漠然とし過ぎていて、要するにマイカ

ーから公共交通へシフトさせていくというのが出てこないように思いま

す。 

 単純に渋滞緩和をすればいいというものではなくて、渋滞緩和をしま

すと交通量が増えてＮＯ Ｘ の排出量も増えますし、ＣＯ ２ も増えます。だ

から、その辺をきちんと押さえたような書き方をされる必要がある。 

○会 長 渋滞緩和を起こさないような何か方策をまずちゃんとすべきですね。

あまりにもちょっと抽象的な書き方になっているので、具体的に実際に

やることで、計画を持っていらっしゃるわけですから、もう少しわかる

ように書いてはどうかということです。ありがとうございました。 

 ほかに何か。 

○副 会 長 先ほど委員Ｇさんのほうからおっしゃった、どこが主体的に進めるか、
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アクションのほうですけれど、どこがどういうふうに進めていくかとい

うところが非常に気になっておりまして、ここにアクションプランの中

に担当課が書き込まれているんですけれど、これについてはそこの課が

責任を持って進めるということなのか、今の段階で関係ありそうなとこ

ろを書かれているだけなのか、ちょっとそこが気になるということと、

それから書かれてないところはどこが担当するのかということです。 

 この計画というのは、この計画に沿って進めていかないといけない。

では、どこが責任を持って進めるのかというところをきちっとしておい

たほうがいいと思います。そういう意味では、いろんな課と今の計画の

うちから十分詰めて、これは責任持ってできる、できないというところ

をはっきりとさせたほうがいいのではないかというふうに思うんですけ

れど。 

 ですから、ここの計画書の中で抜けているのは、今後どういうところ

がイニシアチブをとって進めていくのかというところが抜けているとい

うことで、こういうふうに書いただけで終わらないように、やはりどこ

が責任を持つのかということをはっきりとさせておいたほうがいいと思

うんですが、いかがでしょうか。 

○会 長 まず、この道路管理課とか、いろいろ書いてあるのは、そこの管轄で

すねということをぼんやり書いてあるのか、それともそこが責任を持っ

てやりますというのか、どっちの意味なんでしょうか。 

○事務局Ｂ これは庁内に調査をかけまして担当部署から出てきた施策ですので、

基本的にはそこの部署が、書いてあるところが責任を持ってやると考え

ていただいて結構です。一部、例えば市の率先行動の８番の下水道処理

施設等の未利用エネルギーの有効利用というのは、コスト面の問題とか、

あるいは技術的な問題がありますので、それで長期というところに○を

入れさせてもらって、まだ担当部署も書いてないというようなところで

す。 

 あと、記載のないところについては、基本的には地球環境課になるの

かなと思っているんですが、ただ、中には国の施策ですとか県の施策と

いうのも、あるいは市民の自主的な活動、事業者の自主的な活動という

ものもありますので、そういうことでそこは抜いているということです。 
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○会 長 必ずしも全部書けないかもわかりませんが、責任を持ってやってくだ

さるということがわかるところはできるだけ明記していただくと。よろ

しくお願いいたします。 

○副 会 長 今後、もっと現実的なそういうアクションの細かい計画などは、その

課から出てくるのではないかな。これは、その目標計画ですから、その

目標を達成するような具体的なメニューが出てこないといけない。ここ

では書き切れないと思うので、それは担当部局が責任を持ってそういう

アクションプラン、それからバックキャスティングですから、どの時期

にどういう政策をとっていくのかというところをより具体的にしていた

だかないといけない。 

○会 長 プロセスをきちっとする。そういう点、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 では、あまり時間がないので、この実行計画につきまして、あと１件

ぐらい、もしございましたらよろしくお願いいたします。 

 委員Ａさん。 

○委 員 Ａ 実行計画の、今これ、区域施策編の骨子案ということで、細かい部分

も書かれてあるんですけども、先ほど河野委員のほうからもいろいろ、

家庭、民生の中でもやっぱり省エネ、高効率機器の採用といったところ

もあったと思うんですけども、この基本指針はＣＯ ２ 削減というのが第

一主義だと思うんです。高い目標も掲げられている部分があるんですけ

ども、やはりエネルギーの使用量というのは結構大きなウエートを占め

るのかなという中で、今、節約やとか高効率機器の採用とかで効果はか

なりあると思うんですけども、それだけでは非常に全体のＣＯ ２ 削減の

目標にはちょっと厳しいのかなと。 

 いろいろ達成見込みとかも計画されていますけども、そこら辺、省エ

ネルギーということだけではなくて、エネルギー源といいますか、低炭

素なエネルギー選択というんですか、やはりこの計画は事業者とか住民

の方も見られますので、そういったところをしっかり明示していかなけ

ればならないのかなと。一般産業界では重油から都市ガスとか電気とか、

そういったエネルギー転換というのは既に一般的にやっておられるとい

う中で、省エネルギーとＣＯ ２ 全体を少なくする省ＣＯ ２ といった中で、
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いろんな電気にしろガスにしろ、そうなんですけども、低炭素な社会の

実現のためにエネルギー選択という方法もありますよといったところな

ども広く周知していくと。 

 この項目の中に大きな省エネルギーというのは当然入ってきているん

ですけども、そういった意識面とか、エネルギー選択というところもや

はり意識の中に入れていく必要があるので、こういう計画の中にもそう

いったワードとか、具体的な取り組みについては高効率機器の採用とか、

いろいろ項目の中に太陽光発電の中の再生エネルギーの部分というのは

あると思うんですけれども、太陽熱とかヒートポンプのもとになる空気

熱、そういったところなんかも明記していって、広く事業者、住民の方

にも示す必要があるんじゃないかなというふうに思うんですけれど。ち

ょっと具体的にどういう形で入れるかというのは難しいと思うんですけ

れども。 

○会 長 ここに書くというのはすごくたくさんになります。ありがとうござい

ます。 

 要するに、特に業務系の場合、エネルギー源をどう選ぶかによってビ

ル全体でかなり変わってきますので、何かそういうふうなエネルギー源

の選択もうまくしてくださいねというようなことをどこかでちゃんと書

かないといけないということですね。 

 委員Ｂさん。 

○委 員 Ｂ 今、エネルギー源の選択の話が出ましたので、まさしくそのとおりだ

と思います。特に、産業用が４割の排出量を占めておりますので、この

温暖化対策の一番のキーポイントは、化石燃料依存型のエネルギー源を、

自然エネルギーに転換させていくこと、あるいはバイオマスなんかに転

換させていくことだと考えます。 

 ヨーロッパやアメリカや、アジアでもインドなんか見ていますと、風

力発電が一番価格が安く、技術的に安定しているので一番の対策のメニ

ューに挙がっている。ドイツでは１０年で３０％ぐらいまでやるとか、

あるいはデンマークなんかでは現在２０ですけど５０％までするとか、

ＥＵ全体で２０％までするとか、そういう目標を挙げております。太陽

光発電と比べますと、発電価格は５分の１以下だったと思います。 
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 日本は、電力会社が残念ながら積極的に進めておられないというとこ

ろがネックになって、これが進んでないということがあると思いますの

で、ぜひ積極的に、電力会社さん、いらっしゃいますので、進めるよう

な施策をとっていただきたいと。私は気象学が専門ですので、風力発電

についてもそういう視点から研究しておりますけども、日本という国は

山があり、海があり、島がありで、非常に世界的に見ても風の強いとこ

ろで風力発電に適している場所です。特に、海岸線とか海上なんかでこ

れから発電ができるだろうというふうに考えておりますので、ぜひそち

らのほうを中心に。 

 原子力とおっしゃいました、原子力のほうは放射線廃棄物の処理技術

が完成していないとか、事故が起きたときに影響が大きいとかいう問題

もあります。おそらく価格の点で現在、利潤追求を最大にするという視

点から原子力を選択されていると思いますが、そうじゃなくて新しい技

術というのは後追いですから少し高いということがあったとしても、そ

ちらのほうにシフトさせていくということが必要であると思います。 

○会 長 ありがとうございます。 

 一般の市民はほんとうに電気・ガスが代表的に知っているエネルギー

源で、あと太陽光発電がよく知られているわけなんですが、ただいまの

ご意見のように、再生可能エネルギーとしてこういうものがありますと

いうふうなこととか、その効果とかをもう少し徐々に市民にも知らせて

いく必要があるということですね。急にはなかなか難しいと思いますし、

いろいろメリット・デメリットもあると思うんですが、そういうふうな

新しいエネルギー源のことについても紹介しながら、もう少しエネルギ

ー源を主体的に市民が選べるようにするという、そういう記述も必要で

はないでしょうかということです。 

 では、申しわけないですが、もう１つ議題がございますので、資料２

につきましてはここまでにさせていただきまして、次に明石市環境レポ

ート２０１０についてです。これにつきましては、先にお送りさせてい

ただきまして、ご意見をいろいろいただいているわけなんですが、ちょ

っとご説明いただけますか。 

○事務局Ｂ 環境レポート２０１０につきましては、まず、素案を公表しまして、
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市民からのパブリックコメントをいただいております。そのパブリック

コメントを反映させたものを委員の皆様にお配りさせていただきました。

それをさらに意見をいただいて反映させたものが、今、資料３としてお

配りしておる資料となっております。参考資料５なんですけども、こち

らにパブリックコメントと市の考えにつきましてまとめております。 

 パブリックコメントにつきましては、２名の方から合計６４項目の意

見をいただきました。非常にたくさんの意見をいただきまして、内容的

に同一のもの、類似のものにつきましては市の考えのほうにまとめて、

こちらの資料５のほうに記載させていただいております。 

 それでは、１ページ目からご説明させていただきますと、第３章、第

４章につきましては、５点の意見をいただいております。すべて紹介し

ますと時間がありませんので、こちらが勝手ながら抽出させていただき

まして紹介させていただきます。 

 まず、４番目の環境団体、市が主催する事業のボランティア団体等の

固有名称が記載されているところがあるが、一昨年の環境レポートのパ

ブリックコメントでは公平性の観点から固有名詞を記載せずにレポート

を作成と述べられていると。エコウイングあかしの活動と他の活動を混

同することは避けなければならないという意見です。 

 皆様に送る形の前の素案のほうでは、一部、団体名が記載されており

ました。これにつきましては、ご指摘のとおり、公平性の観点から環境

活動団体など、固有名詞を記載しないように修正しましたと、これが市

の考えとなっております。 

 ２ページ目なんですけれども、第４章のリーディングプロジェクトの

取り組みにつきまして１件、第５章の自然環境保全への取り組みにつき

まして４件、次のページの第６章、地球温暖化対策実行計画の取り組み

につきまして６件、第８章の明石環境マネジメントシステムにつきまし

て７件のご意見をちょうだいしております。 

 これの第８章、明石環境マネジメントシステムの３つ目、エコオフィ

スにつきまして、都市ガスを除く３項目がいずれも大幅な未達であると。

原因分析や今後の展開について記載がないため、修正すべきと考えると。

コピー用紙と電気については２年連続で「×」、このような状況では当事
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者はやる気をなくし、活気がなくなります。打開策を話し合い、決定し

たことを公開することが望ましい。 

 これにつきまして、エコオフィスにつきましてはご指摘のとおり、原

因分析について追加をいたしました。それから、打開策といたしまして、

記載しております。具体的には、各課での進捗管理を行うというふうに

変更しております。 

 第９章の２１年度事業評価では２件いただいております。地球環境行

動につきまして、部局の目標が定性的なものが多いと。行動内容と目標

が同一の部があるのはおかしいのではないか。目標も評価も定量的であ

るべきで、定量評価は難しい中でもそれを実施し、◎をつけた部局をた

たえたい。△の部局は数値目標・定量評価に努めることが望ましい。○

が多いことで安心してしまっては意味がないものではないかということ

につきまして、まず、行動内容が目標と同一になることは当然あります。 

 あと、定量的な目標設定というのが望ましい姿ではあるんですが、ど

うしても難しい部局も存在しております。そういうところにつきまして

は定性的な目標設定を認めているということです。ご指摘のように、数

値目標を設定し、定量評価の中で◎となった部局について、広く情報公

開するなど、インセンティブの付与は課題となっておりますと。いい取

り組みにつきましては、庁内ＬＡＮで公表するなどして周知に努めては

いるところです。 

 それから、レポート全体について、２件のご意見をちょうだいしてお

ります。その他といたしまして、表現方法や誤字・脱字の修正について、

４点の意見をちょうだいいたしました。これらを踏まえて、事前にお配

りさせていただいたもの、それを見ていただいて委員の皆さんからの意

見を反映したものが資料３となっております。 

 委員の方からの意見としましては、参考資料６に記載のとおりとなっ

ております。これに対しての事務局の回答を、右の表に記載しておりま

す。 

 まず、２ページの「報告書をごらんいただくにあたって」について、

編集方針、「地球にやさしい社会」となっていたんですけど、「持続可能

な社会」のほうがよいのではないかという意見に対しては、そのとおり
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修正させていただきました。 

 それから、９ページから１０ページにかけまして、エコウイングあか

しの自然グループの取り組みに関する意見といたしまして、実はこれ、

本日欠席の委員さんからいただいたんですが、全部読み上げていくと時

間がかかりますので、ポイントだけ読み上げて説明させていただきます。 

 谷八木小学校、高丘東小学校３年生の環境体験学習については「明石

のはらくらぶ」がコーディネートをされました。活動の一部をエコウイ

ングあかしが協力したという経緯となっております。このレポートにつ

いて、当初は「明石のはらくらぶ」と記載していたんですけれど、それ

を環境学習をサポートする団体という表現にして、委員の皆様にお配り

しております。それについて、「明石のはらくらぶ」という名前にしてほ

しいというご意見です。 

 それにつきましては、環境レポートは市の環境に関する取り組みを報

告するものですので、特定の団体名を記載することはできない。ただし、

協働のネットワークを拡大し、発展させることは非常に重要と考えてお

りますので、ご指摘の内容を受けまして、市の環境の取り組みに参画し

ていただいた団体につきましては、名称だけではありますけれど、記載

するページを設けております。それは、４ページをごらんいただけます

でしょうか。こちらのほうに、団体名だけでありますが、記載させてい

ただきました。今後は、今の活動を確認いたしまして、他の団体とのネ

ットワークを広げていきたいというふうに考えております。 

 なお、アマモ群落の保全につきましては、当初、エコウイングあかし

の活動の紹介のページに記載していたんですけども、「明石のはらくら

ぶ」がコーディネートしたものでエコウイングが主体的にしたものでは

ないということで、紙面からは削除いたしました。 

 それから、１１ページから１２ページにかけてなんですけども、自然

環境の、済みません、ここはページ数が抜けております。１１ページか

ら１２ページ、里山（樹林域の保全）。「子どもの環境学習の場」を「子

どもの自然体験・環境学習のフィールド」としたほうがよいのではない

かというご指摘につきましては、ご指摘のとおり修正しております。 

 それから、アマモ群落の保全、これにつきましても、さきのご意見と
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同様に、特定の団体名は載せられないということで、当初「明石のはら

くらぶ」という名称を入れていたんですが、削除しました。 

 裏面に行きまして、同じくアマモ群落の保全の記載の中で、「賑わいの

ある」という表現を「豊かな生態系をもつ」という表現のほうがよいの

ではないかという指摘につきましては、ご指摘のとおり修正しておりま

す。 

 次に、１３ページから１５ページ、地球温暖化対策実行計画について

の意見です。明石市内の温室効果ガスの推計について、平成１９年度の

数値を使い、平成２年度比で３.５％減少と書かれているが、たまたまこ

の年は減少し、平成２４年度、３２年度、６２年度のいずれもが平成２

年度比で増加になっています。平成２０年度の数値は使えないものでし

ょうかと。 

 この指摘につきましては、この報告書は平成２１年度の報告書という

ことですので、昨年度の２１年度に調査をした結果を掲載しております。

ご指摘の平成２０年度の実績値につきましては現在調査中で、先ほど資

料１の中で速報値として紹介させていただいております。まだ確定の数

値ではないので、ここでは載せられないということでご了解いただきた

いと思います。 

 それから、２３ページから３０ページの事業評価表につきまして、部

局課は評価結果をどのように生かそうとしているのか。部局課の連携で、

同じ行動内容や同じ環境目標を複数の部局課で共有して活動すれば一層

の効果が予想され、風通しもよくなるのではないか。次年度から環境目

標の身近での共有、評価をすればさらに成果が上がると期待できるとい

う指摘につきましては、部局課で目標を共有することは課題となってい

るのは事実です。先ほども申しましたように、庁内システム等を活用し

た情報のつながりを強化して、環境目標の効果が上がるよう検討します

というようなことが事務局の回答です。 

 パブリックコメントと委員の皆様からの意見を反映させて、最終案と

してこの環境レポート２０１０を今ご提示させていただいております。 

 以上です。 

○会 長 ありがとうございます。 
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 既に原案を示して、そしてご意見をいただいて修正版がこれだという

ことなんですが、もし、なおここを直すべきだというご意見がございま

したらいただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

 非常にこれは見やすくつくられていますね。ぎっしりではなく、写真

とか表も非常に見やすいと思います。 

 よろしいでしょうか。 

 では、きょうお出しいただいた修正版のほうを最終にしていただくと

いうことで、ご了解いただいたということにさせていただきます。 

 ほかに何か全体を通しまして、まだ言い残したということがございま

したら、何かご発言がありましたらよろしくお願いいたします。 

 では、私から、せっかく毎回委員の皆様から貴重なご意見をいただい

ているわけなんですけれども、委員の方からの前回のご意見で、これは

どうなったかということを伺いたいんですが、たしか本日欠席の委員さ

んじゃなかったかと思うんですが、集合住宅の太陽光発電については、

それは今のところ書けないということですか。どこかに書いてあります

か。それをどうするのか、どう促進していくのか、検討されたのでした

らご説明をお願いします。 

○事務局Ｂ 今回の骨子案の中では記載しておりません。といいますのは、マンシ

ョンですと、そこでつくられた電気をどう割り振るのか、関電さんとの

契約の問題とか、あるいはそれを売電した場合のお金をどう受益者の方

に配分するのか、その辺が非常に複雑なんです。ということで、現実的

に非常にハードルが高いので入れにくいということで、今回は入れてお

りません。 

○会 長 わかりました。 

 もう１つ、気候ネットワークさんからのご意見がありました。ビル管

理のソフト対策によって省エネ効果があるのではないかというご意見が

あったと思うんですが、それはここに入っていますか。 

○事務局Ｂ はい。実は５０ページの表６－３の９番目、これも非常に抽象的で、

中途半端な表現になってしまっているんですけれども、環境マネジメン

トシステムの導入や報告制度の創設など、自主的な目標の設定行動を促

進し、エネルギー使用の効率化を図りますと。そういう仕組みを考えて
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いきますというような表現にさせていただいております。 

○会 長 これは、この前ご意見があったビル管理のソフト対策と記述した方が

わかりやすいのではないかと思うのですけれども。何かすごく遠回りし

て言っているように思いますので、ビル管理のソフト対策というキーワ

ードをぜひ入れていただきたいと思います。 

 では、本日は貴重なご意見を大変たくさんいただきまして、何もかも

全部ができるというわけではないと思うんですが、可能な限り委員の皆

様のご意見を反映していただきまして、市としてできることとできない

こととあると思うんですが、この審議会の意見としてそちら側に提示し

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、事務局から何かほかに、連絡事項などございますでしょうか。 

○事務局Ａ 特にございません。また次回の審議会の予定はなるべく早くお伝えし

ますので、よろしくお願いいたします。 

○会 長 わかりました。 

 では、本審議会を閉会したいと思います。お忙しいところ、皆様、ど

うもありがとうございました。 

（閉会 午後４時５０分） 
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